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第８章第８章第８章第８章 

クンティー女王の祈りクンティー女王の祈りクンティー女王の祈りクンティー女王の祈り 

そしてパリークシットの救いそしてパリークシットの救いそしてパリークシットの救いそしてパリークシットの救い 
 

第１節第１節第１節第１節    
    

SaUTa ovac 
    AQa  Tae  SaMPareTaaNaa& SvaNaaMaudk-iMaC^TaaMa( ) 

daTau&  Sak*-Z<aa Ga(r)aYaa& PaurSk*-TYa YaYau" iñYa" )) 1 )) 
 

スータ ウヴァーチャ 

süta uväca 
 

アタハ テー サンムパレーターナーンム 

atha te samparetänäà 
 

スヴァーナーンム ウダカンム イッチャターンム 

svänäm udakam icchatäm 
 

ダートゥンム サクリシュナー ガンガーヤーンム 

dätuà sakåñëä gaìgäyäà 
 

プラスクリテャ ヤユフ ストゥリヤハ 

puraskåtya yayuù striyaù 
 

sütaù uväca—スータが言った; atha—そのように; te—パーンダヴァたち; 

samparetänäm—死者の; svänäm—親族の; udakam—水; icchatäm—飲みたがっている; 

dätum—与えるために; sa-kåñëäù—ドゥラウパディーと; gaìgäyäm—ガンジス川の; 

puraskåtya—先頭にして; yayuù—行った; striyaù—女性たち。 
 

スータ・ゴースヴァーミーが言った。「そのあとパーンダヴァ兄弟は、故人の縁者たち

が欲しがっている水を汲みに、ドゥラウパディーとともにガンジス川に行った。女性たち

が先頭を歩いた」 
 

ヒンドゥー社会では、家族に不幸があったときにはガンジス川や神聖な川で沐浴する習

慣がいまでもつづいています。肉親がガンジス川の水を容器に入れて死者に注ぎ、女性た

ちを先頭にして列を作って歩きます。5,000年前、パーンダヴァたちも同じ決まりに従って

いました。主クリシュナはパーンダヴァたちのいとこだったことから、その行列に加わり

ました。 
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第２節第２節第２節第２節    
 

Tae iNaNaqYaaedk&- SaveR ivl/PYa c >a*Xa& PauNa" ) 
AaPl/uTaa hirPaadaBJarJa"PaUTaSairÂle/ )) 2 )) 

 
テー ニニーヨーダカンム サルヴェー 

te ninéyodakaà sarve 
 

ヴィラピャ チャ ブフリシャンム プナハ 

vilapya ca bhåçaà punaù 
 

アープルター ハリ・パーダーブジャ・ 

äplutä hari-pädäbja- 
 

ラジャハ・プータ・サリジ・ジャレー 

rajaù-püta-sarij-jale 
 

te—かれら全員; ninéya—捧げて; udakam—水; sarve—かれら全員; vilapya—嘆いて; 

ca—そして; bhåçam—十分に; punaù—ふたたび; äplutäù—沐浴した; hari-pädäbja—主

の蓮華の御足; rajaù—埃; püta—浄化されて; sarit—ガンジス川の; jale—水のなかで。 
 

パーンダヴァたちは親族たちの死を悼み、主の蓮華の御足の埃と混ざって清められたガ

ンジス川の水を死者の体に充分にそそいだあと、みずからガンジス川に入って沐浴した。 

 

第３節第３節第３節第３節    
 

Ta}aaSaqNa&   ku-åPaiTa&   Da*Taraí¥&   SahaNauJaMa( ) 
GaaNDaarq& Pau}aXaaek-aTaa| Pa*Qaa& k*-Z<aa& c MaaDav" )) 3 )) 

 
タトゥラーシーナンム クル・パティンム 

taträsénaà kuru-patià 
 

ドゥリタラーシュトゥランム サハーヌジャンム 

dhåtaräñöraà sahänujam 
 

ガーンダハーリーンム プトゥラ・ショーカールターンム 

gändhäréà putra-çokärtäà 
 

プリタハーンム クリシュナーンム チャ マーダハヴァハ 

påthäà kåñëäà ca mädhavaù 
 

tatra—そこで; äsénam—座っている; kuru-patim—クル家の王; dhåtaräñöram—ドゥ

リタラーシュトゥラ; saha-anujam—弟たちと; gändhärém—ガーンダーリー; putra—息

子; çoka-artäm—死別にみまわれ; påthäm—クンティー; kåñëäm—ドゥラウパディー; 

ca—もまた; mädhavaù—主シュリー・クリシュナ。 
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そこで、クル家の王マハーラージャ・ユディシュティラは、弟たち、ドゥリタラーシュ

トゥラ、ガーンダーリー、クンティー、ドゥラウパディーたちとともに、悲しみに沈んで

座った。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

クルクシェートラの戦争は親族のあいだで起こり、その結果として苦しんだのは同族の

人々、マハーラージャ・ユディシュティラ王、その兄弟たち、クンティー、ドゥラウパデ

ィー、スバドゥラー、ドゥリタラーシュトゥラ、ガーンダーリー、そしてガーンダーリー

の義理の娘たちでした。戦死したおもだった兵士たちも互いになんらかの関係があり、そ

の親族たちもいっそうの悲しみにみまわれました。主クリシュナも、パーンダヴァ兄弟の

いとことして、クンティーの甥として、スバドゥラーの兄としてその場にいあわせました。

そのため主は親族たち全員に等しく哀れみを感じ、かれらにふさわしい言葉をかけて慰め

たのでした。 

 

TEXT 4TEXT 4TEXT 4TEXT 4    
 

SaaNTvYaaMaaSa MauiNai>ahRTabNDaUHa( éucaiPaRTaaNa( ) 
>aUTaezu  k-al/SYa  GaiTa&  dXaRYaàPa[iTai§-YaaMa( )) 4 )) 

 
サーントゥヴァヤーンム アーサ ムニビヒル 

säntvayäm äsa munibhir 
 

ハタ・バンドゥーン シュチャールピターン 

hata-bandhüï çucärpitän 
 

ブフーテーシュ カーラッシャ ガティンム 

bhüteñu kälasya gatià 
 

ダルシャヤン ナ プラティクリヤーンム 

darçayan na pratikriyäm 
 

säntvayäm äsa—慰めた; munibhiù—居合わせたムニたちとともに; hata-bandhün—

友人や親族を失った者たち ; çucärpitän—ショックと悲しみに打ちひしがれた人々 ; 

bhüteñu— そ の 生 命 体 た ち に ; kälasya— 全 能 者 の 至 高 の 法 則 の ; gatim— 反 動 ; 

darçayan—示された; na—〜はない; pratikriyäm—治療の方法。 
 

主シュリー・クリシュナとムニたちは、全能者の過酷な法則について、そして生命体に

及ぼす力について説き聞かせ、心に痛手をうけて悲しんでいる人々をなだめはじめた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
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至高人格主神の命令で動いているきびしい自然の法則は、どのような生命体でも変える

ことができません。生命体は永遠に全能の主に従う立場にあります。主がすべての法則や

秩序を作り、それらは一般的にダルマ（dharma）・宗教として知られています。だれも宗

教原則を作ることはできません。真実の宗教とは、主の命令に従うことを指します。主の

命令は『バガヴァッド・ギーター』で言明されています。主だけに、あるいは主の命令に

従えば、だれでも物質的・精神的に幸せになれます。物質界にいるかぎり主の命令に従う

義務があり、主の恵みをうけて物質界の束縛から自由になれば、その解放の境地で主に神

聖な愛情奉仕をすることができます。物質に縛られている私たちは、精神的な目をそなえ

ていないために、自分自身はおろか、主を見ることもできません。しかし、物質的な病か

ら解き放され、本来の精神的姿を取りもどしたとき、自分を見つけ、主にめぐりあうこと

ができます。ムクティ（Mukti）とは、物質的な生活観念を捨てさったあとに自分本来の精

神的境地にもどるということです。ですから人間生活は、この精神的解放が得られるよう

自分を高めるためにあります。不運なことに、幻想の物質エネルギーに惑わされた私たち

は、マーヤー（幻想）に作りだされた偽の現われでしかないこのうたかたの生活を、あた

かもいつまでもつづくものと思いこみ、国、家庭、土地、子ども、妻、地域社会、富など

に惑わされています。そしてマーヤーに命じられるまま、まぼろしにすぎない所有物を守

ろうとして他人と争うのです。しかし精神的知識を高めれば、このような物質的な自分に

まつわる品々と自分はじつはなんの関係もないことを悟ることができ、そのときはじめて、

物質的執着から解放されます。物質存在にある不安をこのように払拭することは、幻惑さ

れた心の奥深くに超越的な音をそそぐことのできる主の献愛者との交流で可能になります。

そのとき、私たちはすべての嘆きや幻想からほんとうに解放されます。これが、物質界で

は決して解決できない誕生・死・老年・病気という厳格な物質自然界の法則の反動に苦し

む人々を救う方法です。戦争の犠牲者たち、すなわちクル家の親族たちは、死という問題

に苦しめられ、主はそのようなかれらを知識を授けながら慰めるのでした。 

 

第５節第５節第５節第５節    
 

SaaDaiYaTvaJaaTaXa}aae" Sv& raJYa& ik-TavEôRTaMa( ) 
gaaTaiYaTvaSaTaae   raj"   k-cSPaXaR+aTaaYauz" )) 5 )) 

 
サーダハイトゥヴァージャータ・シャトゥローホ 

sädhayitväjäta-çatroù 
 

スヴァンム ラージャンム キタヴァイル フリタンム 

svaà räjyaà kitavair håtam 
 

ガハータイトゥヴァーサトー ラーギャハ 

ghätayitväsato räjïaù 
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カチャ・スパルシャ・クシャターユシャハ 

kaca-sparça-kñatäyuñaù 
 

sädhayitvä—実行されて; ajäta-çatroù—敵を持たない者の; svam räjyam—自分の王

国 ; kitavaiù—ずるがしこい者（ドゥリョーダナとその一味） ; håtam—強奪した ; 

ghätayitvä—殺されて ; asataù—無節操な者たち ; räjïaù—女王の ; kaca—髪の毛 ; 

sparça—手荒く扱った; kñata—短縮されて; äyuñaù—寿命を。 
 

悪賢いドゥリョーダナとその一味は奸策をめぐらし、敵を作らないユディシュティラ王

の国を強奪した。やがてその王国も主のはからいで王の手に返され、ドゥリョーダナに荷

担した不徳の王らは主によって殺された。他の兵士たちも戦士したが、それは、ドゥラウ

パディー女王の髪を乱暴に扱ったために寿命が減少したことによるものである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

栄光に輝いた時代、すなわちカリ時代が到来するまえ、ブラフマー、牛、女性、子ども、

老人は正しく守られていました。 

１. ブラフマーを保護することで、ヴァルナ（varëa）とアーシュラマ（äçrama）制度とい

う精神生活達成のための科学的な文化が維持されます。 

２. 牛を守ることで、もっとも奇跡的な食糧である牛乳が確保されます。牛乳は、人生の高

尚な目標を理解するための繊細な脳組織を維持することができます。 

３. 女性を守ることで、社会の貞節が維持されます。その結果、平和で落ち着いた優秀な世

代と生活の発展が得られます。 

４. 子どもを守ることで、社会は、物質的束縛からの解放を目指す最大のチャンスを得るこ

と が で き ま す 。 子 ど も の 保 護 は 、 ガ ル バ ー ダ ー ナ ・ サ ム ス カ ー ラ

（garbhädhäna-saàskära）という純粋な生命体を得る浄化方法をとおして、子どもを

授かる時点から始まります。 

５. 老人を守ることで、死後に優れた生活を手に入れる機会が得られます。 

この完璧な綱領は、「洗練された犬や猫の文化」に陥ることのない優れた人間性へ導く

展望が基本になっています。この項目で挙げられている純真な生物を殺したり、ただかれ

らに無礼をはたらくだけで寿命を短くしたりする危険があるため、完全に禁止されていま

す。カリ時代では、この生物たちはただしく守られてはおらず、そのため、現代人の寿命

はひじょうに短命になっています。『バガヴァッド・ギーター』は、女性がただしく守ら

れていなければ、不必要な子どもたち・ヴァルナ・サンカラ（varëa-saìkara）が生まれて

くる、と説いています。貞節な女性を侮辱する人は、自分の生涯に大災難を招きいれてい

る、ということです。ドゥリョーダナの弟だったドゥフシャーサナは、理想的な淑女であ
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るドゥラウパディーを冒涜したため最低の人間になりさがり、若くして命を落としました。

前述した主の厳格な法則は、このようにして現実化するのです。 

 
 

第６節第６節第６節第６節    
 

YaaJaiYaTvaìMaeDaESTa&  i}ai>aåtaMak-LPakE-" ) 
TaÛXa" PaavNa& id+au XaTaMaNYaaeirvaTaNaaeTa( )) 6 )) 

 
ヤージャイトゥヴァーシュヴァメーダハイス タンム 

yäjayitväçvamedhais taà 
 

トゥリビヒル ウッタマ・カルパカイヒ 

tribhir uttama-kalpakaiù 
 

タドゥ・ヤシャハ パーヴァナンム ディクシュ 

tad-yaçaù pävanaà dikñu 
 

シャタ・マニョール イヴァータノートゥ 

çata-manyor ivätanot 
 

yäjayitvä—執行することで; açvamedhaiù—馬をいけにえにするヤギャ; tam—かれに

（ユディシュティラ王）; tribhiù—３; uttama—最善の; kalpakaiù—適切な材料が提供さ

れ、有能な僧侶によって執行された; tat—その; yaçaù—名声; pävanam—高潔な; dikñu—

あらゆる方向; çata-manyoù—そのような儀式を100回おこなったインドラ; iva—〜のよ

うな; atanot—広めた。 
 

主シュリー・クリシュナは、アシュヴァメーダ・ヤギャ（Açvamedha-yajïa）「馬のい

けにえ儀式」をするようマハーラージャ・ユディシュティラ王にうながし、王は３回見事

に執行した。主は、そのことで同じ儀式を100回執行したインドラのように、王の徳の高き

栄光があらゆる場所で讃えられるきっかけをつくった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

これは、マハーラージャ・ユディシュティラがおこなったアシュヴァメーダ・ヤギャの

きっかけといえます。マハーラージャ・ユディシュティラと天上のインドラ王と比較する

ことには重要な意味がふくまれています。天上の王はマハーラージャ・ユディシュティラ

よりはるかに厖大な富を持っていますが、マハーラージャ・ユディシュティラの名声はそ

の富に劣りません。天上の王はヤギャを何百回も執行していますが、主の純粋な献愛者で

あるユディシュティラ王が同じヤギャを３回しか執行していないにもかかわらず、ただ主

の恩寵によってユディシュティラ王は天上の王に匹敵する境地に高められたからなのです。
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それが献愛者の特権です。主はだれにも平等ですが、献愛者はだれよりも讃えられます。

あらゆる面で偉大な人物といつも結ばれているからです。太陽の光は分けへだてなくすべ

てを照らしていますが、それでもいつも暗い場所があるものです。その暗さは太陽のせい

ではなく、照らされる側の問題です。おなじように、完全に主に仕える人物は、どこにで

も平等に分けあたえられている主の慈悲をあますところなく授かることができます。 

 

第７節第７節第７節第７節    
 

AaMaN}Ya Paa<@uPau}aa&ê XaENaeYaaeÖvSa&YauTa" ) 
ÜEPaaYaNaaidi>aivRPa[E" PaUiJaTaE" Pa[iTaPaUiJaTa" )) 7 )) 

 
アーマントゥリャ パーンドゥ・プトゥラーンムシュ チャ 

ämantrya päëòu-puträàç ca 
 

シャイネーヨーッダハヴァ・サンムユタハ 

çaineyoddhava-saàyutaù 
 

ドゥヴァイパーヤナーディビヒル ヴィプライヒ 

dvaipäyanädibhir vipraiù 
 

プージタイヒ プラティプージタハ 

püjitaiù pratipüjitaù 
 

ämantrya—招いている; päëòu-puträn—パーンドゥのすべての子息; ca—もまた; 

çaineya— サ ー テ ャ キ ; uddhava— ウ ッ ダ ヴ ァ ; saàyutaù— を 伴 っ て ; 

dvaipäyana-ädibhiù—ヴェーダヴャーサのようなリシたちによって; vipraiù—ブラーフ

マナたちによって; püjitaiù—崇拝されて; pratipüjitaù—主も等しく対応した。 
 

そして主シュリー・クリシュナは出立の準備をはじめた。主はシュリーラ・ヴャーサデ

ーヴァをはじめとするブラーフマナたちの崇拝を受けたあと、パーンドゥの子たちを招い

た。そしてかれらの表敬に感謝の気持ちを表わした。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

主シュリー・クリシュナはクシャトリヤで、ブラーフマナの崇敬を受ける立場にはいま

せんでした。しかし、シュリーラ・ヴャーサデーヴァをはじめとするブラーフマナたちは

主が人格主神であることを承知していたため、主を崇拝したのです。主がかれらの敬意に

応えたのは、クシャトリヤがブラーフマナに従う階級規範を讃えるためです。主シュリー・

クリシュナは、あらゆる階級の有力者から至高主にふさわしい敬意をいつも受けています

が、４つの社会階級の慣習を無視することはありません。主は、社会の規範に従った自分

の行為に、将来の人々も倣ってくれることを意図してふるまっていたのです。 
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第８節第８節第８節第８節    

    

GaNTau& k*-TaMaiTab]RøNa( Üark-a& rQaMaaiSQaTa" ) 
oPale/>ae_i>aDaavNTaqMautara&   >aYaivûl/aMa( )) 8 )) 

 
ガントゥンム クリタマティル ブラフマン 

gantuà kåtamatir brahman 
 

ドゥヴァーラカーンム ラタハンム アースティタハ 

dvärakäà ratham ästhitaù 
 

ウパレーベヘー ビヒダハーヴァンティーンム 

upalebhe 'bhidhävantém 
 

ウッタラーンム バハヤ・ヴィフヴァラーンム 

uttaräà bhaya-vihvaläm 
 

gantum—発とうとしたそのとき; kåtamatiù—決心して; brahman—おお、ブラーフマ

ナ; dvärakäm—ドゥヴァーラカーに向けて; ratham—馬車に乗って; ästhitaù—座って; 

upalebhe—見た; abhidhävantém—走ってきた; uttaräm—ウッターラ; bhaya -vihvaläm 

—恐れて。 
 

主がドゥヴァーラカーに向けて発とうとして馬車に座ったそのとき、恐怖にかられたウ

ッターラが血相を変えて走ってくるのを見た。 

 
要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    

 
パーンダヴァ家の人々はすべてを主にゆだねており、ゆえに主も、どのような状況にあ

ってもかれらを守ってきました。主はだれでも守りますが、自分にすべてをまかせている

人をとりわけ大切にします。父親は、自分に頼りきっている幼い我が子に注意をはらうも

のです。 

 

第９節第９節第９節第９節    
 

otaraevac 
Paaih  Paaih  MahaYaaeiGaNdevdev  JaGaTPaTae ) 
NaaNYa& Tvd>aYa& PaXYae Ya}a Ma*TYau" ParSParMa( )) 9 )) 

 
ウッターローヴァーチャ 

uttaroväca 
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パーヒ パーヒ マハー・ヨーギン 

pähi pähi mahä-yogin 
 

デーヴァ・デーヴァ ジャガトゥ・パテー 

deva-deva jagat-pate 
 

ナーニャンム トゥヴァドゥ アバハヤンム パッシェー 

nänyaà tvad abhayaà paçye 
 

ヤトゥラ ムリテュフ パラスパランム 

yatra måtyuù parasparam 
 

uttarä uväca—ウッターラが言った; pähi pähi—お守りください、どうかお守りくださ

い; mahä-yogin—もっとも偉大な神秘家; deva-deva—崇拝される方のなかで崇拝に値す

る方; jagat-pate—おお、宇宙の主よ; na—ではない; anyam—ほかのだれも; tvat—あなた

以外に; abhayam—恐れのない心境; paçye—私は見る; yatra—どこにある; måtyuù—死; 

parasparam—二元性の世界のなかで。 
 

ウッターラが言う。「おお、神々の主よ、宇宙の主よ！ あなたはもっとも偉大な神秘

家です。どうか私をお守りください。この二元性の世界では、あなた以外に私を死の手か

ら救ってくださる方はいないからです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

物質界は二元性の世界であり、絶対的世界にある一体性と対比されます。二元性の世界

は物質と精神で組みあわされていますが、絶対的世界は物質にまったくかかわりのない完

璧な精神的要素で作られています。二元性の世界では、だれもが主人になろうとまちがっ

た考え方をしていますが、絶対的世界では主が絶対的な主人であり、その他すべての魂は

主の絶対的な召使いです。二元性の世界では、だれもが他の人すべてに「嫉妬」しており、

物質と精神という二元性のなかで生きているために、死ぬことはまぬがれません。主は、

身をゆだねた魂にとって唯一の恐れのない保護者です。物質界では、主の蓮華の御足にす

べてをゆだねないかぎり、だれも残酷な死から自分を救うことはできません。 

 

第第第第１０１０１０１０節節節節    
 

Ai>ad]viTa    MaaMaqXa   XarSTaáaYaSaae  iv>aae  ) 
k-aMa& dhTau Maa& NaaQa Maa Mae Ga>aaeR iNaPaaTYaTaaMa( )) 10 )) 

 
アビヒドゥラヴァティ マーンム イーシャ 
abhidravati mäm éça  

シャラス タプターヤソー ヴィボホー 
çaras taptäyaso vibho 
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カーマンム ダハトゥ マーンム ナータハ 
kämaà dahatu mäà nätha  

マー メー ガルボホー ニパーテャターンム 
mä me garbho nipätyatäm 

 
abhidravati—近づいてくる; mäm—私を; éça—おお、主よ; çaraù—矢; tapta—炎のよ

うな; ayasaù—鉄; vibho—おお、偉大なる方; kämam—望む; dahatu—燃やしてください; 

mäm—私を; nätha—守ってくださる方よ; mä—ではない; me—私の; garbhaù—胎児; 

nipätyatäm—流産させる。 
 

主よ、あなたは万能の力をお持ちです。いま、真っ赤に燃える矢がすさまじい速さで私

に迫っています。主よ、あなたがお望みなら私が燃えつきてもかまいません。でも、どう

かおなかの子が焼かれず、流産しないようお守りください。主よ、どうかこの願いをお聞

きいれください。  
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

この出来事は、ウッタラーの夫であるアビマニュが戦死したあとに起こりました。未亡

人となったウッタラーは夫のあとを追うべき立場にあったのですが、子を宿していたため

に、しかもその子が偉大な献愛者であるマハーラージャ・パリークシットであったため、

その子を守る責任がありました。⺟親はなにがあってもその子を守る責任があったため、

ウッタラーは恥も外聞もかなぐり捨てて主クリシュナに救いを求めたのです。ウッタラー

は偉大な王の娘であり、偉大な英雄の妻であり、そして偉大な献愛者の生徒であり、やが

てのちには、偉大な王の⺟親にもなる女性でした。あらゆる面で幸運な女性だったのです。 

 

第１１節第１１節第１１節第１１節    
 

SaUTa ovac 
oPaDaaYaR vcSTaSYaa >aGavaNa( >a¢-vTSal/" ) 
APaa<@viMad&   k-Tau|   d]aE<aerñMabuDYaTa )) 11 )) 

 
スータ ウヴァーチャ 

süta uväca 
 

ウパダハーリャ ヴァチャス タッシャー 

upadhärya vacas tasyä 
 

バハガヴァーン バハクタ・ヴァトゥサラハ 

bhagavän bhakta-vatsalaù 
 

アパーンダヴァンム イダンム カルトゥンム 

apäëòavam idaà kartuà 
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ドゥラウネール アストゥランム アブデャタ 

drauëer astram abudhyata 
 

sütaù uväca—スータ・ゴースヴァーミーが言った; upadhärya—ウッタラーの言葉をよ

く聞き; vacaù—言葉; tasyäù—彼女の; bhagavän—人格主神; bhakta-vatsalaù—自分の

献愛者には情け深い主; apäëòavam—パーンダヴァたちの末裔がいないため; idam—こ

れ; kartum—それをするため; drauëeù—ドゥローナーチャーリャの子の; astram—武器; 

abudhyata—理解した。 
 

スータ・ゴースヴァーミーが言う。「ウッタラーの言葉を最後まで聞いた主シュリー・

クリシュナは、献愛者にはいつでも情け深いその思いから、ウッタラーの窮地をすぐに理

解した。それは、ドゥローナーチャーリャの子であるアシュヴァッターマーが、パーンダ

ヴァ家の最後の命を奪うために投げたブラフマーストラだったのである」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

主はどんなときでも公平にふるまう方ですが、献愛者をとくに大事にします。それがす

べての人の幸福に必要なことだからです。パーンダヴァ家は主の従者の家系であり、主は

この一族に世界を治めてほしいと思っていました。ドゥリョーダナ一族の統治を終わらせ、

マハーラージャ・ユディシュティラの統治を築いた主の思惑でもありました。ですから主

は、まだ体のなかにいたマハーラージャ・パリークシットをも守るつもりでした。理想的

な献愛者の家系であるパーンダヴァ家のいない世界を望んでいなかったのです。 

 

第１２節第１２節第１２節第１２節    
 

TaùeRvaQa  MauiNaé[eï Paa<@va" PaÄ SaaYak-aNa(  ) 
AaTMaNaae_i>aMau%aNdqáaNaal/+Yaaña<YauPaaddu" )) 12 )) 

 
タルヒ エーヴァータハ ムニ・シュレーシュタハ 

tarhy evätha muni-çreñöha 
 

パーンダヴァーハ パンチャ サーヤカーン 

päëòaväù païca säyakän 
 

アートゥマノー ビヒムカハーン ディープターン 

ätmano 'bhimukhän déptän 
 

アーラクッシャーストゥラーニ ウパーダドゥフ 

älakñyästräëy upädaduù 
 

tarhi—そのとき ; eva—もまた ; atha—ゆえに ; muni-çreñöha—ムニの筆頭者よ; 
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päëòaväù—パーンドゥ王の子全員が; païca—５; säyakän—武器; ätmanaù—自分自身; 

abhimukhän—〜に向かって; déptän—まばゆい; älakñya—それを見ている; asträëi—武

器; upädaduù—構えた。 
 

偉大な思索家（ムニ）のなかの筆頭者シャウナカよ。まばゆい光を放ちながら迫ってく

るブラフマーストラを見たパーンダヴァ兄弟は、それぞれの武器を手に、迎え撃つ体勢を

とった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

ブラフマーストラは核兵器よりも緻密な武器です。アシュヴァッターマーがブラフマー

ストラを放ったのは、マハーラージャ・ユディシュティラを筆頭とする５人のパーンダヴ

ァ兄弟、そしてウッタラーの胎内にいた孫だけを殺すためでした。ですから、原子爆弾よ

りも精密な力を発揮するブラフマーストラは、原子爆弾のような無軌道な武器ではありま

せん。原子爆弾はいったん投下されると、標的やそれ以外の物体が識別できません。制御

がまったく効かないため、かならず一般市⺠も犠牲になります。ブラフマーストラはその

ような武器ではありません。狙った標的だけに迫り、無関係の人々を傷つけずに攻撃しま

す。 

 

第１３節第１３節第１３節第１３節    
 

VYaSaNa&   vq+Ya  TataezaMaNaNYaivzYaaTMaNaaMa(  ) 
SaudXaRNaeNa Svañe<a SvaNaa& r+aa& VYaDaaiÜ>au" )) 13 )) 

 
ヴャサナンム ヴィークッシャ タトゥ テーシャンム 

vyasanaà vékñya tat teñäm 
 

アナニャ・ヴィシャヤートゥマナーンム 

ananya-viñayätmanäm 
 

スダルシャネーナ スヴァーストゥレーナ 

sudarçanena svästreëa 
 

スヴァーナーンム ラクシャーンム ヴャダハードゥ ヴィブフフ 

svänäà rakñäà vyadhäd vibhuù 
 

vyasanam—大きな危険; vékñya—を見て; tat—それ; teñäm—彼らの; ananya—それ

以外; viñaya—手段; ätmanäm—このように心を傾け; sudarçanena—シュリー・クリシュ

ナの輪によって; sva-astreëa—その武器で; svänäm—自分の献愛者の; rakñäm—保護; 

vyadhät—それをした; vibhuù—全能者。 
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全能の人格主神シュリー・クリシュナは、服従しきった魂である純粋な献愛者が一刻を

争う危機にさらされているのを見て、かれらを守るためにすぐさま自分の武器スダルシャ

ナを取りだした。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

アシュヴァッターマーから放たれた究極の武器ブラフマーストラは核兵器に似ています

が、より強い放射線と熱を持っています。この武器はヴェーダに記録されている緻密な音

によって作りだされることから、より洗練された科学による産物です。この武器の優れた

もうひとつの特徴は、標的だけを攻撃し、それ以外に害は加えないという点であり、核兵

器のように見境なく破壊することはありません。アシュヴァッターマーはこの武器を、た

だパーンドゥ家の男性すべてを殺害するために放ちました。ですからこの武器は、完璧に

守られている場所にいても100パーセント正確無比に命中させられることから、原子爆弾よ

りも危険だと言えます。主シュリー・クリシュナはこのことを承知していため、クリシュ

ナだけしか知らない献愛者を守るためにすぐに自分の武器を取りだしました。『バガヴァ

ッド・ギーター』で主は、献愛者は決して滅びない、とはっきり約束しています。そして、

献 愛 者 が お こ な う 献 愛 奉 仕 の 質 や 段 階 に あ わ せ て 対 応 し ま す 。 こ の 節 に あ る

ananya-viñayätmanäm（アナニャ・ヴィシャヤートゥマナーンム）という言葉は重要です。パー

ンダヴァ兄弟は偉大な兵士ばかりでしたが、主だけに頼っていました。しかし主は最強の

兵士でさえ軽視したり、また瞬時に倒したりします。パーンダヴァたちがこのブラフマー

ストラを撃破する一刻の猶予もないことを見てとったとき、主は誓いを破る危険をおかし

てでも自分の武器を取りだしました。クルクシェートラの戦いはほぼ終結していましたが、

主は誓いを守って自分の武器は使うべきではありませんでした。しかし、誓いを守るより

も緊急事態を脱出するのが先決です。主は、バクタ・ヴァトゥサラ（bhakta-vatsala）・「献

愛者をこよなく愛する人」と知られています。ですから、立てた誓いは破らない、と言う

世間一般の道徳家よりも、バクタ・ヴァトゥサラでありつづけることを選んだのです。 

 

第１４節第１４節第１４節第１４節    
 

ANTa"SQa" SavR>aUTaaNaaMaaTMaa YaaeGaeìrae hir" ) 
SvMaaYaYaav*<aaeÓ>a|   vEra$ya"  ku-åTaNTave )) 14 )) 

 
アンタフスタハハ サルヴァ・ブフーターナーンム 

antaùsthaù sarva-bhütänäm 
 

アートゥマー ヨーゲーシュヴァロー ハリヒ 

ätmä yogeçvaro hariù 
 

スヴァ・マーヤヤーヴリノードゥ ガルバハンム 
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sva-mäyayävåëod garbhaà 
 

ヴァイラーテャーハ クル・タンタヴェー 

vairäöyäù kuru-tantave 
 

antaùsthaù— 内 に い る ; sarva— す べ て の ; bhütänäm— 生 命 体 の ; ätmä— 魂 ; 

yoga-éçvaraù—あらゆる神秘の主; hariù—至高主; sva-mäyayä—自分の勢力を使って; 

ävåëot—包んだ; garbham—胎児; vairäöyäù—ウッタラーの; kuru-tantave—マハーラー

ジャ・クルの子孫のために。 
 

至高の神秘家の主・シュリー・クリシュナは、パラマートマーとしてすべての心臓のな

かに住んでいる。ゆえに、クル王家の子孫を守るためだけに、自分の力を駆使してウッタ

ラーの胎児を包みこんだ。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

至高の神秘主義の筆頭者である主は、完全分身の姿であるパラマートマーとして同時に

すべての心のなかに、そして原子のなかにでさえいます。ですから、ウッタラーの体のな

かに入って、マハーラージャ・パリークシットを救うためにその胎児を包みこみ、パーン

ドゥ王の孫として生まれたマハーラージャ・クルの子孫を守りました。ドゥリタラーシュ

トゥラの息子たち、そしてパーンドゥ王の息子たち双方とも、マハーラージャ・クルの王

家に属しています。ですから、両者とも一般的にクル家として知られています。しかし、

２つの家系に不和が生じたとき、ドゥリタラーシュトゥラの息子たちはクル家として、パ

ーンドゥ王の息子たちはパーンダヴァ家として知られるようになりました。ドゥリタラー

シュトゥラの息子や孫たちは全員クルクシェートラで戦死したため、この王家の最後の子

息はクル家の子として呼ばれるようになります。 

 

第１５節第１５節第１５節第１５節    
 

YaÛPYañ&  b]øiXarSTvMaaega& caPa[iTai§-YaMa(  ) 
vEZ<av& TaeJa AaSaaÛ SaMaXaaMYad( >a*GaUÜh  )) 15 )) 

 
ヤデャピ アストゥランム ブラフマ・シラス 

yadyapy astraà brahma-çiras 
 

トゥヴ アモーガハンム チャープラティクリヤンム 

tv amoghaà cäpratikriyam 
 

ヴァイシュナヴァンム テージャ アーサーデャ 

vaiñëavaà teja äsädya 
 

サマシャーミャドゥ ブフリグードゥヴァハ 
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samaçämyad bhågüdvaha 
 

yadyapi— で は あ る が ; astram— 武 器 ; brahma-çiraù— 最 高 の ; tu— し か し ; 

amogham—阻止されることのない; ca—そして; apratikriyam—反撃されることのない; 

vaiñëavam—ヴィシュヌとの関係において ; tejaù—力 ; äsädya—〜で支配されて ; 

samaçämyat—力が消滅された; bhågu-udvaha—ブリグ家の誉れよ。 
 

おお、シャウナカ。アシュヴァッターマーが放った究極の武器ブラフマーストラは人間

には止めることも反撃することもできないが、ヴィシュヌ（主クリシュナ）の力のまえで

その力は消滅し、不発に終わった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

『バガヴァッド・ギーター』では、まばゆく光る神々しい光ブラフマジョーティは主シ

ュリー・クリシュナに支えられていると言われています。言葉を変えると、ブラフマ・テ

ージャス（brahma-tejas）として知られるまばゆい光は、太陽から放たれている太陽光線

のように、主から発出されている光そのものである、ということです。このように、この

ブラフマンの武器が物質的には対抗できない武器であっても、主の至高の力を凌ぐことは

できなかった、ということです。アシュヴァッターマーが放ったブラフマーストラは主シ

ュリー・クリシュナによってその力が消滅し、無力になりました。それは主自身の力によ

るものです。つまり、主は絶対者であるため別の力に救いを求める必要がなかった、とい

うことです。 

 

第１６節第１６節第１６節第１６節    
 

Maa  Ma&SQaa  ùeTadaêYa|  SavaRêYaRMaYae_CYauTae ) 
Ya  wd& MaaYaYaa deVYaa Sa*JaTYaviTa hNTYaJa"  )) 16 )) 

 
マー マンムスタハー ヒ エータドゥ アーシュチャリャンム 

mä maàsthä hy etad äçcaryaà 
 

サルヴァーシュチャリャマイェー チュテー 

sarväçcaryamaye 'cyute 
 

ヤ イダンム マーヤヤー デーヴャー 

ya idaà mäyayä devyä 
 

スリジャティ アヴァティ ハンティ アジャハ 

såjaty avati hanty ajaù 
 

mä—〜してはいけない ; maàsthäù—考える ; hi—確かに ; etat—これらすべて ; 
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äçcaryam—素晴らしい; sarva—すべて; äçcarya-maye—完全に神秘的な; acyute—完全

無欠な者; yaù—である者; idam—これ（創造）; mäyayä—主の勢力によって; devyä—超

越的; såjati—創造する; avati—維持する; hanti—破壊する; ajaù—生まれることのない。 
 

ブラーフマナたちよ。この出来事を、不可思議かつ完全無欠の人格主神がするなにか特

に素晴らしいものと考えてはならない。主は誕生しない方であっても、自分の超越的な勢

力を使って物質すべてを維持し、破壊する。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

主のすることは、生命体の小さな頭脳には想像を絶するものばかりです。至高主に不可

能なことはなにもありませんが、主の行動は私たちにとってすべて素晴らしく、そのよう

にして主はいつも私たちの想像の範囲を超えています。主はあらゆる力をそなえ、あらゆ

る面で完璧な人格主神です。主は100パーセント完璧ですが、その他の、たとえばナーラー

ヤナ、ブラフマー、シヴァ、半神、他のいっさいの生命体は、主の完璧な力を部分的にそ

なえています。だれも主に等しく、主を凌ぐ者はいない、ということです。主に競争相手

はいないのです。 

 

第１７節第１７節第１７節第１７節    
 

b]øTaeJaaeiviNaMauR¢E-raTMaJaE"  Sah k*-Z<aYaa   ) 
Pa[Yaa<aai>aMau%& k*-Z<aiMadMaah Pa*Qaa SaTaq  )) 17 )) 

 
ブラフマ・テージョー・ヴィニルムクタイル 

brahma-tejo-vinirmuktair 
 

アートゥマジャイヒ サハ クリシュナヤー 

ätmajaiù saha kåñëayä 
 

プラヤーナービヒムカハンム クリシュナンム 

prayäëäbhimukhaà kåñëam 
 

イダンム アーハ プリタハー サティー 

idam äha påthä saté 
 

brahma-tejaù— ブ ラ フ マ ー ス ト ラ の 放 射 線 ; vinirmuktaiù— 〜 か ら 救 わ れ て ; 

ätma-jaiù—子どもたちと; saha—〜とともに; kåñëayä—ドゥラウパディー; prayäëa—

出発する; abhimukham—〜に向かって; kåñëam—主クリシュナに; idam—この; äha—

言った; påthä—クンティー; saté—忠実で、主に身をゆだねている。 
 

主に忠実なクンティーはこうしてブラフマーストラの放射線から救われ、５人の息子た
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ちとドゥラウパディーは、自国にもどろうとする主に向かって話しかけた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

クンティーはこの節でサティー（saté）という言葉で表現されています。これは忠実であ

ることを指す言葉で、主シュリー・クリシュナに対するその純粋な愛情ゆえに使われてい

ます。クンティーの思いは、主クリシュナに向けられた祈りのなかに表現されています。

主の忠実な献愛者は、危機に瀕してもほかの生命や半神などに救いを求めることはありま

せん。それが、パーンダヴァ家に受けつがれてきた特質です。パーンダヴァたちの心には

クリシュナしかいなかったため、主も、どんなときでもかれらを助けることを考えていま

した。それが主の崇高な気質です。ですから、不完全な生命体や半神に救いを求めること

はせず、献愛者を救うことのできる主クリシュナに助けを求めなくてはなりません。その

ような忠実な献愛者は主の助けを求めることはしないのですが、主のほうが助けたいとい

つも考えています。 

 

第１８節第１８節第１８節第１８節    
 

ku-NTYauvac 
NaMaSYae Pauåz& TvaÛMaqìr& Pa[k*-Tae" ParMa( ) 
Al/+Ya&  SavR>aUTaaNaaMaNTabRihrviSQaTaMa( )) 18 )) 

 
クンティ ウヴァーチャ 

kunty uväca 
 

ナマッシェー プルシャンム トゥヴァーデャンム 

namasye puruñaà tvädyam 
 

イーシュヴァランム プラクリテーヘ パランム 

éçvaraà prakåteù param 
 

アラクッシャンム サルヴァ・ブフーターナーンム 

alakñyaà sarva-bhütänäm 
 

アンタル バヒル アヴァスティタンム 

antar bahir avasthitam 
 

kunté uväca—シュリーマティー・クンティーが言った; namasye—敬意を表します; 

puruñam— 至 高 の 人 物 ; tvä— あ な た ; ädyam— 根 源 の 人 物 ; éçvaram— 支 配 者 ; 

prakåteù—物質宇宙; param—〜を超えた; alakñyam—目に見えない方; sarva—すべて; 

bhütänäm—生命体たちの; antaù—〜の内に; bahiù—〜の外に; avasthitam—存在して

いる。 
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シュリーマティー・クンティーが言った。「私はあなたに敬意を表します。根源の人物

であり、物質界の質に乱されない人物だからです。そしたあなたは、万物の内にも外にも

存在し、それでいてだれも見ることのできない方でもあります」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

シュリーマティー・クンティーデーヴィーは、クリシュナが自分の甥としてふるまって

はいても、根源の人格主神であることをよく知っていました。そのように達観した女性は、

甥に敬意をあらわしても、まちがったことをしているわけではありません。ですから、ク

ンティーデーヴィーはクリシュナに「物質宇宙を超えた根源のプルシャ」と呼びかけてい

ます。どの生命体も物質界を超越していますが、根源でも完全無欠でもありません。生命

体は物質自然にあやつられているため堕落しがちなのですが、主にそのような傾向はあり

ません。ゆえにヴェーダ（『カタ・ウパニシャッド』第２編・第２章・第13節）では、nityo 

nityänäà cetanaç cetanänäm（ニテョー ニテャーナーンム チェータナシュ チェータナーナーンム）「主

はすべての生命体の筆頭者である」と言われています。また、主はイーシュヴァラ（éçvara）

「支配者」とも呼びかけられています。生命体あるいはチャンドラやスーリャのような半

神もある程度の力を持ったイーシュヴァラと呼べますが、至高のイーシュヴァラ、すなわ

ち究極の支配者とは呼べません。主こそがパラメーシュヴァラ（parameçvara）、超霊魂で

す。主は内にも外にもいます。シュリーマティー・クンティーの甥として目のまえにいて

も、同時に、クンティーの内にも、別の場所にも存在しています。『バガヴァッド・ギー

ター』（第15章・第15節）で、「わたしはすべての魂の心のうちにあり、わたしゆえに記憶

や忘却や認識力などが生じる。わたしはヴェーダの編纂者であるから、ヴェーダをとおし

てわたしは理解される」と言っています。クンティー女王は、「主は全生命体の内にも外

にもいるが、目には見えない方」と断言しています。主は、一般人には不可思議な存在な

のです。クンティー女王は、主が自分の目のまえにいながら、ウッタラーの胎内に入り、

胎児をブラフマーストラの攻撃から守ったことを知りました。女王本人が、シュリー・ク

リシュナが遍在しているのか１ヵ所にいるのか混乱したのです。じつはどちらの存在でも

あるのですが、身をゆだねていない魂には正体を見せない、という主の権利があります。

この遮断するカーテンが至高主のマーヤーの力であり、その力が、主に反抗する魂の狭い

視野を操っているのです。そのことが次の節で説明されています。 

 

第１９節第１９節第１９節第１９節    
 

MaaYaaJaviNak-aC^àMajaDaae+aJaMaVYaYaMa(   ) 
Na l/+YaSae MaU!d*Xaa Na$=ae Naa$yDarae YaQaa )) 19 )) 
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マーヤー・ジャヴァニカーッチャンナンム 

mäyä-javanikäcchannam 
 

アギャードホークシャジャンム アヴャヤンム 

ajïädhokñajam avyayam 
 

ナ ラクッシャセー ムーダハ・ドゥリシャー 

na lakñyase müòha-dåçä 
 

ナトー ナーテャダハロー ヤタハー 

naöo näöyadharo yathä 
 

mäyä—惑わしている; javanikä—幕; äcchannam—〜に覆われている; ajïä—無知な; 

adhokñajam—物質的知覚の範囲を（超越的に）超えている; avyayam—非難の余地のない; 

na—ではない; lakñyase—見られている; müòha-dåçä—愚かな観察者; naöaù—芸術家; 

näöya-dharaù—役者のように衣服をまとっている; yathä—〜として。 
 

あなたは、私たちの限界ある感覚の知覚範囲を超えておられるため、眩惑の力という幕

に覆われた永遠かつ完璧なお方です。愚か者にはあなたが見えません。あたかも、衣装を

まとった役者と本人の見分けがつかないように。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

『バガヴァッド・ギーター』で主シュリー・クリシュナは、知性に欠ける人は主を自分

と同じふつうの人間と見るため、主をあざ笑う、と述べています。同じことが、この節で

クンティー女王によって確証されています。知性に欠ける人々とは、主の権威に対抗する

人たちを指し、アスラ（asura）という名前で知られています。アスラは主の権威を認めよ

うとしません。主は私たち人間社会に、ラーマ、ヌリシンハ、ヴァラーハなどとして、あ

るいは本来の姿であるクリシュナとして現われ、人間にはとうていできないすばらしいこ

とをします。この偉大な書物の第10編にあるように、主シュリー・クリシュナは、⺟親の

膝のうえにいるときから、人間には不可能なことを見せました。魔女プータナーは乳房に

毒を塗って主を殺そうとしたのですが、逆に主に殺されました。ふつうの幼児のようにプ

ータナーの乳房を吸い、そして命まで吸い取ったのです。同じように、主は子どもがキノ

コをつまみあげるかのように、ゴーヴァルダンの丘を持ちあげ、ヴリンダーヴァンの住⺠

たちを守るために数日間そのまま立ちつづけました。これらが、プラーナ、イティハーサ

（史書）、ウパニシャッドなど権威あるヴェーダ経典に描写されている主の超人的活動で

す。また『バガヴァッド・ギーター』という形ですばらしい教えも残しました。英雄とし

て、世帯者として、教師として、また放棄者としてすばらしい能力も見せています。主は、

ヴャーサ、デーヴァラ、アシタ、ナーラダ、マドゥヴァ、シャンカラ、ラーマーヌジャ、

シュリー・チャイタンニャ・マハープラブ、ジーヴァ・ゴースヴァーミー、ヴィシュヴァ
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ナータ・チャクラヴァルティー、バクティシッダーンタ・サラスヴァティー、他の師弟継

承上の権威者によって、至高人格主神として受けいれられています。またみずから、由緒

ある文献の数多くの箇所でおなじことを宣言しています。しかしそれでも、主を至高の絶

対真理者として受けいれようとしない邪悪な心を持つ人々たちがいます。それは、そのよ

うな人たちの貧弱な知識や凝りかたまった頑迷な気質が一原因であり、元はと言えば、過

去と現在のさまざまな罪なおこないです。そのような人たちは、主が目のまえにいたとき

でさえ、主シュリー・クリシュナが認識できませんでした。もうひとつの問題点は、不完

全な感覚にたよっている人々は主を至高主として認識できない、ということです。現代の

科学者がその典型です。科学者は、経験で得た知識ですべてを知ろうとしています。しか

し、至高者を不完全な経験知識で知ることはできません。主はこの節でアドークシャジャ

（adhokñaja）「経験的知識の範囲を超えた方」という言葉で表現されています。私たちの

感覚はどれも不完全です。なんでも見てみせる、と豪語する人がいますが、目は物理的条

件下でしか物を見ることが見えませんし、しかもその条件さえ私たちの思いどおりになり

ません。主は感覚で捉えられる範囲を超えている方なのです。クンティー女王は、条件づ

けられた魂の、特に知性が劣るとされる女性のこの欠陥をみずから認めました。知性の劣

る人々には、寺院、モスク、教会のような施設が必要であり、そのような便宜をとおして

主の権威が認識できるようになり、さらにそのような神聖な場所で正しい権威者から主に

ついて話が聞くことができます。そのような人々にはこの精神生活の始まりは欠かせない

ものですが、愚かな人々だけが、一般大衆が精神的特質を高めるに必要な崇拝の場所を非

難します。知性に欠ける人々が寺院やモスクや教会でおこなわれている主という権威者に

ひれ伏すことは、高尚な献愛者が積極的な奉仕をとおして主を瞑想しているように、ひじ

ょうに恩恵があることです。 

 

第２０節第２０節第２０節第２０節    

TaQaa   ParMah&SaaNaa&   MauNaqNaaMaMal/aTMaNaaMa( ) 
>ai¢-YaaeGaivDaaNaaQa| k-Qa& PaXYaeMa ih iñYa" )) 20 )) 

 
タタハー パラマハンムサーナーンム 

tathä paramahaàsänäà 
 

ムニーナーンム アマラートゥマナーンム 

munénäm amalätmanäm 
 

バハクティ・ヨーガ・ヴィダハーナールタハンム 

bhakti-yoga-vidhänärthaà 
 

カタハンム パッシェーマ ヒ ストゥリヤハ 

kathaà paçyema hi striyaù 
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tathä—そのほかにも ; paramahaàsänäm—精神的に発達した超越主義者たちの ; 

munénäm—偉大な哲学者あるいは思索家の; amala-ätmanäm—精神と物質を識別できる

人々の; bhakti-yoga—献愛奉仕の科学; vidhäna-artham—実行するために; katham—ど

のように; paçyema—見ることができる; hi—確かに; striyaù—女性。 
 

あなたは、献愛奉仕という超越的科学を、物質と精神の違いを知って清められた高尚な

超越主義者や思索家の心に授けるために降誕されました。では、私たちのような女性はど

うやってあなたを完璧に知ることができるのでしょうか。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

もっとも優れた哲学者でさえ、推論しているだけで主の国に近づくことはできません。

ウパニシャッドでは、至高の真理者、絶対人格主神は、偉大な哲学者の思考力の範囲を超

えている、と言われています。どれほど高い学識や優れた頭脳で推測しても、主を知るこ

とはできません。主の慈悲を授かった人だけが知ることができます。それ以外の人々は、

主について何年間考えつづけてもわかりません。この動かしがたい事実が、純朴な女性と

してふるまっているクンティー女王によって確証されています。ふつうの女性は哲学者の

ような思索はできませんが、主の祝福を授かっています。それは、主の卓越性や全能性を

すぐに信じることができるため、ためらうことなく主にお辞儀をすることができるからで

す。主は優しい方ですから、偉大な哲学者だけを特別扱いすることはありません。主は、

人がどれほど真剣に自分を求めているかよくわかっています。女性はこのような理由だけ

で、さまざまな宗教に大勢参加するものです。どの国のどの宗教でも、ほとんどの場合女

性信者の数がまさっています。主の権威を受けいれるこの純朴さは、人目を引いても中味

は偽善の宗教熱よりも主の恩寵が得られるのです。 

 

第２１節第２１節第２１節第２１節    
 

k*-Z<aaYa vaSaudevaYa devk-INaNdNaaYa c  ) 
NaNdGaaePaku-MaaraYa GaaeivNdaYa NaMaae NaMa" )) 21 )) 

 
クリシュナーヤ ヴァースデーヴァーヤ 

kåñëäya väsudeväya 
 

デーヴァキー・ナンダナーヤ チャ 

devaké-nandanäya ca 
 

ナンダ ・ゴーパ・クマーラーヤ 

nanda-gopa-kumäräya 
 

ゴーヴィンダーヤ ナモー ナマハ 

govindäya namo namaù 
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kåñëäya—至高主; väsudeväya—ヴァスデーヴァの子息に; devaké-nandanäya—デー

ヴァキーの子息に; ca—そして; nanda-gopa—ナンダと牛飼いの男性たち; kumäräya—

かれらの子息に; govindäya—牛と感覚に活力を与える人格主神; namaù—敬意をこめた

お辞儀; namaù—お辞儀。 
 

ですから私は、ヴァスデーヴァの子息となった方、デーヴァキーの喜びの源、ナンダと

ヴリンダーヴァンの牛飼いたちの愛し子、そして牛と感覚に活力を与える主に心から敬意

を表します。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

主は、どれほど物質的な美質を持っている人物でも近づくことができないことから、つ

きることのない、そしていわれのない慈悲の心から、本来の姿で地上に降誕しました。無

垢な献愛者に特別の慈悲を授け、そして邪悪な人間たちの増大を抑えるためでもあります。

クンティー女王は、さまざまな化身以上に、とりわけ主クリシュナの化身あるいは降誕を

崇めています。主クリシュナという化身がその他の化身に比べて親しみを感じるからです。

ラーマの化身では、幼いころから王の子息として育てられていましたが、クリシュナの化

身は、王の子息でしたが降誕した直後に両親（ヴァスデーヴァ王とデーヴァキー女王）の

もとをはなれ、ヤショーダーマーイーのもとに身を寄せ、神聖な地ヴラジャブーミ

（Vrajabhümi）でふつうの牧童として暮らしました。そしてその暮らしが、主の幼いころ

の娯楽であることから、ひじょうに神聖なものとされています。ですから、主クリシュナ

は主ラーマよりも慈悲深いと言えます。もちろん主は、クンティーの兄であるヴァスデー

ヴァとその家族にとても優しいはずです。ヴァスデーヴァとデーヴァキーの子になってい

なければ、クンティー女王は主クリシュナを甥として話しかけることはできなかったはず

ですから、両親としての愛情からクリシュナに呼びかけていました。しかし、ナンダとヤ

ショーダーは、主の他の娯楽よりもっと魅力的な幼少期の娯楽を味わえたのですから、ヴ

ァスデーヴァとデーヴァキーよりも幸運です。『ブラフマ・サムヒター』（第５章・第29

節）で、根源の地クリシュナローカはチンターマニ・ダーマ（cintämaëi-dhäma）と描写

されています。ヴラジャブーミで繰りひろげられた主の幼少期の娯楽は、クリシュナロー

カでの永遠の暮らしの原型であり、その娯楽に匹敵するものはありません。主シュリー・

クリシュナはみずから同じ環境で、そして主の神々しい仲間とともにヴラジャブーミに現

われました。ゆえにシュリー・チャイタンニャ・マハープラブが断言しているように、ヴ

ラジャブーミの住人たち、とくに主の満足のためにすべてを捧げた牛飼いの少女たちほど

幸運な人たちはいません。ナンダとヤショーダーとの娯楽、また牛飼いの男性たちとの娯

楽、とくに牧童や牛たちとの娯楽にちなんで、主はゴーヴィンダという名前で呼ばれるよ
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うになりました。ゴーヴィンダとしての主クリシュナは、ブラーフマナや牛たちに心が向

けられていますが、それは人類の繁栄がこの２種類の生き物の保護しだいであることをし

めしています。主クリシュナはブラーフマナや牛のいない場所では満足しません。 

第２２節第２２節第２２節第２２節    
 

NaMa"  PaªJaNaa>aaYa NaMa" PaªJaMaail/Nae ) 
NaMa" PaªJaNae}aaYa NaMaSTae PaªJaax(ga]Yae )) 22 )) 

 
ナマハ  パンカジャ・ナーバハーヤ 

namaù paìkaja-näbhäya 
 

ナマハ  パンカジャ・マーリネー 

namaù paìkaja-mäline 
 

ナマハ  パンカジャ・ネートゥラーヤ 

namaù paìkaja-neträya 
 

ナマス テー パンカジャーングフライェー 

namas te paìkajäìghraye 
 

namaù—あらゆる敬意をこめたお辞儀; paìkaja-näbhäya—腹部に蓮華の花に似た特

別のくぼみを持つ主に; namaù—お辞儀; paìkaja-mäline—いつも蓮華の花輪で飾られた

方; namaù—お辞儀; paìkaja-neträya—蓮華の花のようなさわやかなまなざしを持つ方; 

namaù te—あなたへの敬意を込めたお辞儀; paìkaja-aìghraye—足の裏に蓮華の花びら

の模様が刻まれた方（ゆえに蓮華の御足を持つ方とされる方）に。 
 

主よ、心からの敬意をあなたに捧げます。あなたは腹部に蓮華の花びらのようなくぼみ

を持ち、いつも蓮華の花輪で飾られ、蓮華の花を思わせる涼しげなまなざしを持ち、その

御足には蓮華の花模様が刻まれています。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

この節では、人格主神の精神的な体に見られる特別な印について述べられています。そ

の印が主の体と他の体の違いを明確にしています。どれも主の体にしか見られない特別な

様相です。主は人間のように思われることがありますが、その比類のない姿ゆえの決定的

な違いがあります。シュリーマティー・クンティーは、自分が女性であることを理由に、

主を見る資格がないと言っています。女性、シュードラ（労働者階級）、上流の３階級に

ふさわしくない子孫ドゥヴィジャ・バンドゥ（dvija-bandhu）は、至高の絶対真理者の精

神的名前、名声、特質、姿などにまつわる超越的な主題を理解する知性に欠けているから

です。そのため、主にまつわる精神的な話題に加わるにはふさわしくないかもしれません

が、主のアルチャー・ヴィグラハ（arcä-vigraha）の姿なら見ることができます。主のその
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姿は、女性、シュードラ、ドゥヴィジャ・バンドゥを含む堕落した魂に恩寵を授けるため

に物質界に降誕しました。堕落した魂たちは物質を超えたものはなにも見ることができな

いため、主はまず無数の宇宙の一つひとつのなかにガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌ

（Garbhodakaçäyé Viñëu）として入ります。このヴィシュヌは、超越的な腹部の中央にあ

るくぼみから蓮華の茎を伸ばし、その頂点の花の上から宇宙最初の生物・ブラフマーが誕

生します。ですから、主はパンカジャナービ（Paìkajanäbhi）という名前でも知られてい

ます。パンカジャナービとしての主は、さまざまな要素、すなわち心の内の姿、木ででき

た姿、土でできた姿、金属でできた姿、宝石でできた姿、絵の具で描写された姿、砂の上

に描かれた姿などのアルチャー・ヴィグラハ（主の超越的姿）を受けいれます。このよう

な主の姿はどれも蓮華の花輪で飾られており、寺院での崇拝には、俗な論争ばかりをして

いる献愛者とは違う人々の熱い関心を惹きつける穏やかな雰囲気がただよっていなくては

なりません。瞑想者は心のなかの姿を崇拝するものです。ですから主は、女性、シュード

ラ、ドィヴィジャ・バンドゥたちのためにある崇拝寺院を訪ねることにかれら自身が同意

しさえすれば、慈悲を授けてくれます。そのような訪問者は、貧弱な知識の持ち主が言う

「偶像を崇拝」をしているのではありません。偉大なアーチャーリャは、知性に欠ける人

たちのために崇拝のための寺院をさまざまな場所に用意していますから、ほんとうはシュ

ードラや女性やそれ以下の段階にいるのに、寺院での崇拝を超越しているふりをしてはな

りません。主を見るときは、まず蓮華の御足から、そして腿、腰、胸、そして顔という順

番に視線を移していきます。主の蓮華の御足を見る習慣ができていないのに、最初から主

の顔を見るのは避けるべきです。シュリーマティー・クンティーは、主の叔⺟でしたから、

主が恥ずかしがらないように、蓮華の御足から見ることはしませんでした。主の心を害し

ないように、蓮華の御足の上部から、つまり主の腰から見はじめ、徐々に顔まで見つめ、

そして蓮華の足を見たのでした。なにごとにも順番がある、ということです。 

 

第２３節第２３節第２３節第２３節    
 

YaQaa ôzqke-Xa %le/Na devk-I 
 k&-SaeNa åÖaiTaicr& éucaiPaRTaa ) 

ivMaaeicTaah& c SahaTMaJaa iv>aae 
 TvYaEv  NaaQaeNa MauhuivRPaÓ<aaTa(  )) 23 )) 

 
ヤタハー フリシーケーシャ カハレーナ デーヴァキー 

yathä håñékeça khalena devaké 
 

カンムセーナ ルッダハーティチランム シュチャールピター 

kaàsena ruddhäticiraà çucärpitä 
 

ヴィモーチターハンム チャ サハートゥマジャー ヴィボホー 
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vimocitähaà ca sahätmajä vibho 
 

トゥヴァヤイヴァ ナーテヘーナ ムフル ヴィパドゥ・ガナートゥ 

tvayaiva näthena muhur vipad-gaëät 
 

yathä—いわば; håñékeça—感覚の主; khalena—妬む者によって; devaké—デーヴァキ

ー（シュリー・クリシュナの⺟親）; kaàsena—カムサ王によって; ruddhä—投獄されて; 

ati-ciram—⻑い間; çuca-arpitä—苦しんで; vimocitä—解き放った; aham ca—私も; 

saha-ätma-jä—私の子どもたちと; vibho—おお偉大な方; tvayä eva—あなたによって; 

näthena—保護者として; muhuù—つねに; vipat-gaëät—危険の繰り返しから。 
 

おお、感覚の主・フリシーケーシャ、神々の主よ。あなたは、嫉妬深いカムサ王によっ

て⻑く投獄されて苦しんでいた⺟上のデーヴァキーを自由の身にさせ、また私や私の子ど

もたちを、繰りかえし襲いかかる危険から救ってくれました。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

クリシュナの⺟、そしてカムサ王の妹であるデーヴァキーは、夫のヴァスデーヴァとと

もに投獄されていました。嫉妬深いカムサ王が、デーヴァキーの８番目の子（クリシュナ）

に殺されることを恐れていたからです。王は、クリシュナよりも先に生まれたデーヴァキ

ーの子どもたち全員を殺しましたが、クリシュナは、育ての父であるナンダ・マハーラー

ジャのもとへ移されて難をのがれました。クンティーデーヴィーも、息子たちとともに、

たびかさなる危険から救われています。しかしクンティーデーヴィーは、はるかに深い恩

寵を授かっています。主クリシュナはデーヴァキーの子どもたちを救いませんでしたが、

クンティーデーヴィーの子どもたちは救っているからです。またこれは、デーヴァキーの

夫であるヴァスデーヴァが生きていたからであり、いっぽうクンティー女王は未亡人で、

クリシュナ以外に女王を救う人はいなかったからです。結論として、クリシュナは、より

危険な状態にいる献愛者に恩寵をしめす、と言えます。ときに主は純粋な献愛者を危険な

状態におとしいれますが、それは献愛者が絶望の淵にいればそれまで以上に主に心を集中

させるからです。主に執着するほどに、献愛者には成功が待っているのです。 

 

第２４節第２４節第２４節第２４節    
 

ivzaNMahaGane" PauåzaddXaRNaa‚ 
dSaTSa>aaYaa vNavaSak*-C^¥Ta" ) 

Ma*Dae Ma*Dae_Naek-MaharQaañTaae 
d]aE<YañTaêaSMa hre_i>ari+aTaa" )) 24 )) 

 
ヴィシャーン マハーグネーヘ プルシャーダ・ダルシャナードゥ 
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viñän mahägneù puruñäda-darçanäd 
 

アサトゥ・サバハーヤー ヴァナ・ヴァーサ・クリッチラタハ 

asat-sabhäyä vana-väsa-kåcchrataù 
 

ムリデヘー ムリデヘー ネーカ・マハーラタハーストゥラトー 

mådhe mådhe 'neka-mahärathästrato 
 

ドゥラウニ・アストゥラタシュ チャースマ ハレー ビヒラクシターハ 

drauëy-astrataç cäsma hare 'bhirakñitäù 
 

viñät—毒から; mahä-agneù—猛火から; puruña-ada—人喰族; darçanät—戦って; 

asat—邪悪な; sabhäyäù—集まり; vana-väsa—森へ追放された; kåcchrataù—苦しみ; 

mådhe mådhe—戦いの繰り返し ; aneka—多くの ; mahä-ratha—偉大な将軍たち ; 

astrataù—武器; drauëi—ドゥローナーチャーリャの子息; astrataù—〜の武器から; 

ca—そして; äsma—過去を示す; hare—おお主よ; abhirakñitäù—完全に守られた。 
 

私の主クリシュナよ。あなたは私たちを、毒入りの菓子、猛火、人喰族、邪悪な一味、

森への追放という苦しみ、大将軍たちが加わった戦争から救ってくれました。そしていま、

アシュヴァッターマーの武器から、私たちを救ったのです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

クンティー女王たちがどれほどの危険に遭遇したかが述べられています。デーヴァキー

は嫉妬深い兄に苦境におとしいれられましたが、それがなければ幸せに暮らしていたはず

の女性です。しかしクンティーデーヴィーの場合、子どもたちは⻑年にわたって次から次

へと苦境に落とされました。クンティーの子どもたちは王国をめぐってドゥリョーダナと

その一族に苦しめられましたが、そのたびにクリシュナに助けられました。ビーマが菓子

に毒を盛られたり、蝋（ろう）でできた家に入れられて放火されたり、ドゥラウパディー女

王は人のまえでクル家の邪悪な一味に裸にされそうになる侮辱を受けたりしました。主は

このとき、尽きることのない布をドゥラウパディーに送って救いの手をさしのべ、結局ド

ゥリョーダナたちはかのじょの裸を見ることができませんでした。同じように、兄弟が森

に追放されたとき、ビーマは人喰族のヒディンバー・ラークシャサと戦いをまじえました

が、主がビーマを助けました。一難去ってまた一難――このような艱難辛苦のあとにクル

クシェートラの戦いが待ちうけ、アルジュナは、ドゥローナ、ビーシュマ、カルナなど、

恐るべき戦士と剣を交える定めにありました。そしてついに、すべてが終わったと思われ

たとき、ドゥローナーチャーリャの息子がウッタラーの胎児を殺すために放ったブラフマ

ーストラが襲いかかり、そして主は、クル家のただひとりの子孫、マハーラージャ・パリ

ークシットを救ったのでした。 
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第２５節第２５節第２５節第２５節    
 

ivPad" SaNTau Taa" Xaìta}a Ta}a JaGad(Gaurae  ) 
>avTaae    dXaRNa&   YaTSYaadPauNa>aRvdXaRNaMa(  )) 25 )) 

 
ヴィパダハ サントゥ ターハ シャシュヴァトゥ 

vipadaù santu täù çaçvat 
 

タトゥラ タトゥラ ジャガドゥ・グロー 

tatra tatra jagad-guro 
 

バハヴァトー ダルシャナンム ヤトゥ シャードゥ 

bhavato darçanaà yat syäd 
 

アプナル バハヴァ・ダルシャナンム 

apunar bhava-darçanam 
 

vipadaù—災難; santu—起こるように; täù—すべて; çaçvat—繰り返し; tatra—そこ

に ; tatra— そしてそ こに ; jagat-guro—お お、宇 宙の主よ ; bhavataù— あなたの ; 

darçanam—会うこと; yat—〜であるもの; syät—〜である; apunaù—繰り返さない; 

bhava-darçanam—誕生と死の繰り返しを見ること。 
 

私は、このような災難が何度も繰りかえし起こることを願っています。そのたびにあな

たを見ることができるからです。あなたを見るということは、誕生と死の繰りかえしには

直面しない、ということなのです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

一般的に、苦しむ人・貧しい人・知性のある人・探求心の強い人たちのなかで、善良な

おこないをする人々は神を崇拝したり、あるいは崇拝をはじめようとしたりします。いっ

ぽう悪事で成功している人々は、どのような地位をあっても、幻想エネルギーに翻弄され

ているために至高者に近づくことはできません。ですから、善良な人がある災難に遭遇し

た場合、主の蓮華の御足に救いを求めるほかに道はありません。主の蓮華の御足をいつも

心に思うことは、誕生と死からの救いの準備をしている、ということです。ですから、い

わゆる災難とされる状況に置かれても、敬虔な人たちはそれを喜んで迎えます。その機会

が主を思いだす機会を与え、そのことが解放につながるからです。 

無知の海を渡る最適な船である主の蓮華の御足に身をゆだねた人は、子ウシのひづめの

足跡ほどの穴を飛びこえるほどかんたんに、解放を達成することができます。そのような

人こそ主の住居に住む資格があり、歩くたびに危険が待ちうけている物質界とはなんの関

係もありません。 

主は『バガヴァッド・ギーター』で、物質界は災難だらけの危険な場所、と断定してい
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ます。知性に欠ける人は、物質界が災難に満ちている現実を知らずに、いろいろな計画を

たてて災難から逃れようとしています。至福にあふれた、災難のない主の住居のことも知

りません。ですから正気の人なら、どのような状況でもかならず起こる物質界の災難に心

を乱されることはありません。避けられない不運に苦しめられつつも、私たちは精神的悟

りを求めて進まなくてはなりません。それが人間生活の使命なのです。精神魂そのものは、

どのような物質的な災難にもかかわっていません。ほんとうは災難などないのです。夢で

トラに呑みこまれそうになってその恐怖に絶叫する。しかしじつは、トラもいなければ、

その苦しみもない――ただの夢ですから。同じように、人生にある災難はどれも夢です。

献愛奉仕をとおして主とふれあえる幸運な人にはすべてが利益となります。９種類の献愛

奉仕の１つでさえも、主と接触できるのであれば、いつでも、それは神のもとに帰る道を

１歩進んだことになるのです。 

 

第２６節第２６節第２６節第２６節    
 

JaNMaEìYaRé[uTaé[qi>areDaMaaNaMad"    PauMaaNa(  ) 
NaEvahRTYai>aDaaTau& vE TvaMaik-ÄNaGaaecrMa( )) 26 )) 

 
ジャンマイシュヴァリャ・シュルタ・シュリービヒル 

janmaiçvarya-çruta-çrébhir 
 

エーダハマーナ・マダハ プマーン 

edhamäna-madaù pumän 
 

ナイヴァールハティ アビヒダハートゥンム ヴァイ 

naivärhaty abhidhätuà vai 
 

トゥヴァーンム アキンチャナ・ゴーチャランム 

tväm akiïcana-gocaram 
 

janma—誕生; aiçvarya—富; çruta—教育; çrébhiù—美しくあること; edhamäna—増

大すること; madaù—陶酔物; pumän—その人間; na—決して〜ない; eva—いつまでも; 

arhati—〜にふさわしい; abhidhätum—気持ちをこめて呼びかけること; vai—確かに; 

tväm—あなた; akiïcana-gocaram—物質的に絶望している人には容易に近づける人。 
 

主よ。だれでもあなたにかんたんに近づくことができます。しかし、それは物質的に疲

れはてた人にかぎります。物質的な暮らしをし、高貴な家柄、莫大な富、高い教育、体の

美しさなどを求めている人は、真剣な思いをこめてあなたに近づくことができません。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

物質的に高められる、とは、高貴な家系に誕生すること、莫大な富を持つこと、教育や

美しい体を持つことを指しています。物中心主義の人はだれでも、そのような富を目指し
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て狂奔し、これが物質文化の発展と捉えられます。しかしその結果、物質的美質ゆえに横

柄になり、はかない財産に自己陶酔するようになります。陶酔した人間は、心をこめて「お

お、ゴーヴィンダ」、「おお、クリシュナ」と主の名前を唱えることはできません。シャ

ーストラで言われているように、１度だけでも主の聖なる名前を唱えた人は、一生かかっ

ても犯すことのできないほどの罪を取りのぞくことができます。それが、主の聖なる名前

の唱名の力です。この言葉に誇張はみじんもありません。ほんとうに主の聖なる名前はそ

の力を持っているのです。しかし、唱える質も大切です。それは主を思う強さにかかって

います。絶望しきった人は、思いをこめて主の聖なる名前を唱えるものですが、物質的な

満足感にどっぷり浸った人に真剣な唱名はできません。尊大になっている人もときには主

の聖なる名前を唱えるかもしれませんが、きもちのこもった質の高い唱えかたはできませ

ん。ですから、４つの物質的発達、すなわち(1)優れた家柄、(2)すばらしい財産、(3)高い教

育、(4)魅力的な容姿などは、いわば、精神的発達の道を進むには失格といえる質です。純

粋な精神魂をつつみこんでいる物質は外面的要素であり、病気の熱が健康を害した体に表

われるようなものです。最初の処方は解熱であり、体を酷使して熱を上げる処方は勧めら

れません。精神的に高尚でも貧しい人を見かけることがあります。だとしても、それは支

障ではありません。逆にその貧しさは、病気の熱がさがることが良い兆候であるように、

好ましい条件といえます。生活の原則は、人生の目的をさらに幻惑させる物質的陶酔を鎮

めることにあります。完全に惑わされている人は、神の国に入る資格はありません。 

 

第２７節第２７節第２７節第２７節    
 

NaMaae_ik-ÄNaivtaaYa   iNav*taGau<av*taYae   ) 
AaTMaaraMaaYa XaaNTaaYa kE-vLYaPaTaYae NaMa" )) 27 )) 

 
ナモー キンチャナ・ヴィッターヤ 

namo 'kiïcana-vittäya 
 

ニヴリッタ・グナ・ヴリッタイェー 

nivåtta-guëa-våttaye 
 

アートゥマーラーマーヤ シャーンターヤ 

ätmärämäya çäntäya 
 

カイヴァリャ・パタイェー ナマハ 

kaivalya-pataye namaù 
 

namaù—あなたにあらゆる敬意を払います; akiïcana-vittäya—物質的に困窮している

者の財産である方に; nivåtta—物質の様式の活動を完全に超越している; guëa—物質の様

式; våttaye—愛着; ätma-ärämäya—みずから満足している方; çäntäya—もっとも穏やか

な方; kaivalya-pataye—一元論者の主に; namaù—ひれ伏すこと。 
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貧しき者の財産であるあなたに敬意を捧げます。あなたは、自然の物質様式の動・反動

にはまったくかかわりのない方です。みずから満足されているからこそ、もっとも穏やか

で、一元論者の主です。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

生命体は、所有物をすべて失ったときにすべてが終わります。ですから「放棄」という

言葉のほんとうの意味からみても、全生命体は放棄者にはなれません。生命体は、より価

値のあるものを得たときに、持っていたなにかを放棄します。生徒は、より高い教育を受

けるために子どもじみた考え方を捨てます。労働者は、もっといい仕事につくために現在

の職場を変えます。同じように献愛者も、なんにもならないことのために物質界を放棄す

るのではなく、精神的価値のあることのために放棄します。シュリーラ・ルーパ・ゴース

ヴァーミーとシュリーラ・ラグナータ・ダーサ・ゴースヴァーミー、また他の献愛者は、

主に仕えるために世間の虚飾や財産を捨てました。世間の目から見れば重要人物とされた

人物ばかりです。ゴースヴァーミーたちはベンガル政府の役職にあり、シュリーラ・ラグ

ナータ・ダーサ・ゴースヴァーミーは、当時の有力な地主（ザミンダー）の子息でした。

それでも、はるかに優れたものを得るためにそれまで所有していたものすべてを捨てたの

です。献愛者には財産などないのがふつうですが、じつは主の蓮華の御足のなかに秘密の

宝箱をもっています。そのことを如実にしめす話があります。シュリーラ・サナータナ・

ゴースヴァーミーは試金石をもっていましたが、それをごみくずのなかに置いていました。

ある貧しい人がそれを持ちさったのですが、よく考えてみると、このような価値のある石

がなぜどうでもいい場所に放っておかれていたのか不思議でなりません。そこで男性はな

にが一番価値あるものか尋ね、そしてゴースヴァーミーに主の聖なる名前を授かりました。

アキンチャナ（Akiïcana）は、物質的なものをいっさい与えない者、という意味です。ほ

んものの献愛者・マハートマー（mahätmä）は、すでに物質的財産をすべて放棄している

ため、だれにも物質的なものは授けません。しかし、もっともすばらしい財産である人格

主神をあたえることができます。なぜなら、人格主神こそが、ほんものの献愛者の所有物

だからです。サナータナ・ゴースヴァーミーの試金石はごみくずのなかに捨てられていま

したが、ゴースヴァーミーの所有物ではありませんでした。でなければ、そのような場所

に放っておかれるはずがありません。この特別な例が初心の献愛者に教えられるのは、物

質的欲望と精神的発達は両立しないことを確信させるためです。すべてを至高主と結びつ

けられない人は、いつも精神と物質を区別して見ているはずです。シュリーラ・サナータ

ナ・ゴースヴァーミーのような精神指導者は、すべてを精神的なものとして見られる人物

ですが、私たちにはその視野がないため、このような例を私たちにしめしたのでした。 

物質的視野や文化を高めることは、精神的な発達には大きな障害となります。物質的発
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達は、生命体をあらゆる苦しみの原因である肉体にしばりつけます。そのような発達をア

ナルタ（anartha）「不要な物事」といいます。これは事実です。物質的に発達した昨今、

50セントのリップクリームを使いますが、物質的生活観念から作りだされたそのような不

要なものがたくさんあります。私たちのエネルギーは、不要な物事に関心が向けられるこ

とで、なによりも大切な精神的悟りを得ることなくすり減らされます。月に行こうとする

試みも、エネルギーの無駄の一例です。月に行っても人生の問題はそのままだからです。

主の献愛者をアキンチャナ（akiïcana）といいますが、それは、かれらが物質的な財産を

持っていないからです。物質的財産は物質自然の三様式から作りだされます。精神的エネ

ルギーをだいなしにする物質的財産は、持っている物質自然の産物が少ないほど、精神的

に高められる優れたチャンスがあるということです。 

至高人格主神がすることは、物質的な行動とはなんの関係もありません。主がすること

はすべて、たとえ物質界のなかであっても精神的であり、物質自然の様式に対する感情は

ありません。『バガヴァッド・ギーター』で主が言っているように、主の行動はすべて、

物質界の外であろうと中であろうと超越的であり、この事実を完璧に知っている人物は、

物質界に二度と生まれることはなく、神のもとに帰っていきます。 

物質的病は、物質自然を支配しようとする望みのためにおこります。この望みは自然の

三様式の作用によるもので、主も献愛者もそのようないつわりの楽しみには執着していま

せん。ですから、主と献愛者はnivåtta-guëa-våtti（ニヴリッタ・グナ・ヴリッティ）と呼ばれます。

主は自然の様式に惹かれませんが、生命体にはその傾向があるからです。完璧なニヴリッ

タ・グナ・ヴリッティは至高主です。生命体の一部は、物質自然の幻想の魅力に囚われて

います。 

主は献愛者の財産であり、献愛者は主の財産でもあるため、献愛者はまちがいなく物質

自然の様式を超越しています。それは当然な結論です。無垢な献愛者は、苦しみや貧困か

ら逃れたり探求心や推論のために主を求めたりする混ぜ合わせの献愛者とは違います。純

粋な献愛者と主は、神聖な心で互いに結ばれています。主はそれ以外の人々とはかかわら

ない、アートマーラーマ（ätmäräma）、みずから満足している者、と呼ばれます。主はみ

ずから満足している方であるため、主と一体化しようとする一元論者の主人でもあります。

一元論者は、ブラフマジョーティ（brahmajyoti）という主の体からの光に溶けこもうとし

ています。いっぽう、献愛者は主の崇高な娯楽のなかに入ります。崇高な娯楽を俗な楽し

みと捉えてはなりません。 

 

第２８節第２８節第２８節第２８節    
 

MaNYae Tva& k-al/MaqXaaNaMaNaaidiNaDaNa& iv>auMa( ) 
SaMa& crNTa& SavR}a >aUTaaNaa& YaiNMaQa" k-il/" )) 28 )) 
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マニェー トゥヴァーンム カーランム イーシャーナンム 

manye tväà kälam éçänam 
 

アナーディ・ニダハナンム ヴィブフンム 

anädi-nidhanaà vibhum 
 

サマンム チャランタンム サルヴァトゥラ 

samaà carantaà sarvatra 
 

ブフーターナーンム ヤン ミタハハ カリヒ 

bhütänäà yan mithaù kaliù 
 

manye— 私 は 考 え る ; tväm— あ な た ; kälam— 永 遠 な る 時 ; éçänam— 至 高 主 ; 

anädi-nidhanam—始まりも終わりもなく; vibhum—遍在する; samam—同じく平等に; 

carantam—分け与えている ; sarvatra—どこでも ; bhütänäm—生命体たちの ; yat 

mithaù—交流によって; kaliù—意見の相違。 
 

主よ。私はあなたを、永遠なる時、至高の支配者、始まりも終わりもない方、遍在する

方と思っています。ご自分の慈悲を分けあたえることでは、だれにでも平等に授けられま

す。生命体たちの意見の相違は、世間とのかかわりゆえにおこることです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

クンディーデーヴィーは、クリシュナが自分の甥でも、また両親の家系に属するありき

たりの親族ではないこと、そしてクリシュナが根源の主であり、パラマートマー・超霊魂

としてすべての生物の心のうちにいることを熟知しています。主のパラマートマーの姿の

別名をカーラ（käla）「永遠なる時」といいます。永遠の時は私たちの善悪どちらの行為

も見ており、その結果としての反動も主によって決定されます。なぜ、なんのために自分

は苦しんでいるのかわからない、と言ってもむだなことです。いま苦しんでいる原因であ

る過去の悪業を忘れているかもしれませんが、よく心得ておくべきことは、パラマートマ

ーはいつも私たちといっしょにいるし、だからこそ主は過去・現在・未来のすべてを知っ

ている、という事実です。主クリシュナのパラマートマーの姿が、すべての活動と反動を

決定づける方なのですから、主こそが至上の支配者です。主の許しがなければ、たった１

枚の葉さえ動くことはできません。生命体は、自分が授かるに足る自由を得ていますが、

その自由裁量権をまちがって使うのが苦しみの原因です。主の献愛者は自由をまちがって

つかうことはありませんから、主の優れた子どもたちです。それ以外の人たちは、永遠の

カーラが決める苦しみに縛られつづけます。カーラは、条件づけられた魂に幸福も苦しみ

も与えます。すべては永遠なる時によって運命づけられています。余計な苦しみが待ちう

けているように、頼んだわけでもない幸福にも出あう。すべてカーラが決定しているから

です。ですから、主にとってはだれも敵でも友人でもありません。だれもが、自分の運命
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どおりに苦しみ、そして楽しんでいます。この運命は、世間とのかかわりのなかで生命体

が自分で作りだしていきます。だれもが物質自然をあやつりたいと考えていますが、じつ

は至高主にあやつられながら自分の運命を作っています。主はどこにでもいますから、だ

れがなにをしようとすべて見ることができます。そして、主は始まりも終わりもない方で

すから、永遠なる時、すなわちカーラとしても知られています。 

 

第２９節第２９節第２９節第２９節    
 

Na ved k-iêÙGav&iêk-IizRTa 
  TavehMaaNaSYa    Na*<aa&  iv@MbNaMa( ) 
Na YaSYa k-iêÕiYaTaae_iSTa k-ihRicd( 
  ÜeZYaê YaiSMaNa( ivzMaa MaiTaNa*R<aaMa( )) 29 )) 

 
ナ ヴェーダ カシュチドゥ バハガヴァンムシュ チキールシタンム 

na veda kaçcid bhagavaàç cikérñitaà 
 

タヴェーハマーナッシャ ヌリナーンム ヴィダンムバナンム 

tavehamänasya nåëäà viòambanam 
 

ナ ヤッシャ カシュチドゥ ダイトー スティ カルヒチドゥ 

na yasya kaçcid dayito 'sti karhicid 
 

ドゥヴェーッシャシュ チャ ヤスミン ヴィシャマー マティル ヌリナーンム 

dveñyaç ca yasmin viñamä matir nåëäm 
 

na—しない; veda—知る; kaçcit—だれも; bhagavan—おお、主よ; cikérñitam—崇高な

娯 楽 ; tava— あ な た ; éhamänasya— 俗 な 人 間 の よ う に ; nåëäm— 一 般 大 衆 の ; 

viòambanam—誤解させる ; na—決して〜ない ; yasya—主の ; kaçcit—だれでも ; 

dayitaù—特別の恩寵の対象; asti—〜がある; karhicit—どこにも; dveñyaù—嫉妬の対象; 

ca—そして; yasmin—主に; viñamä—不公平さ; matiù—概念; nåëäm—人々の。 
 

主よ。あたかも人間がしているような、そして誤解をまねくようなあなたの崇高な娯楽

は、だれにも理解できません。また、だれか特別に好意をしめす相手もいなければ、嫉妬

する相手もいません。人々が、あなたが公平ではない、と勝手に想像しているだけです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

主の慈悲は、条件づけられた魂に分けへだてなく授けられています。特に敵対するよう

な相手もいません。人格主神を人間と捉える考え方そのものがまちがっています。主の崇

高な娯楽は人間がする娯楽とまったく同じように見えるのですが、物質の穢れがいっさい

ない神々しい娯楽です。主はたしかに純粋な献愛者にひいきをしますが、じっさいは、太
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陽が全生命体に不公平ではないように、主はけっして不公平ではありません。太陽光線を

利用すればただの石でさえ価値ある石になりますが、目の見えない人は、あたりに光が広

がっているのはわかっても、太陽そのものを見ることはできません。暗闇と光は相反して

いますが、それでも、太陽は光を不公平に放っているわけではありません。太陽光線はだ

れをも等しく照らしています、それを受けとる側に違いがあります。愚かな人は、献愛奉

仕は主から特別の慈悲を授かるためのへつらい行為だと考えます。しかしじっさいは、主

に崇高な愛情奉仕をしている人は、商売をしているのではありません。商売をする人は、

代価と交換に客人に奉仕をします。純粋な献愛者は、そのような返礼を期待して主に仕え

ているわけではありませんから、主のあふれる慈悲が献愛者にそそがれるのです。苦しん

でいたり、貧しかったり、探求心のある人や哲学者は、なにかの目的をかなえるために、

主と一時的な関係を築きます。しかしその目的がかなうと、主との関係はそれきり終わっ

てしまう。苦しんでいる人は、善良な人なら、立ちなおれるよう主に祈ります。しかし、

望みがかなったとたん、ほとんどの場合、苦しんでいたその人は、主との絆など気にかけ

なくなります。主の慈悲はだれにでも用意されています、しかし、ある人は受けいれるこ

とをためらいます。それが、純粋な献愛者と混じった思いある献愛者との違いです。主へ

の奉仕をまったく否定する者は救いがたい暗闇のなかにあり、主の恩寵を欲しいときだけ

授かろうとする者は主の慈悲を部分的に受けとり、主への奉仕に完全に打ちこんでいる人

は、主の慈悲をすべて受けとります。主の慈悲を受けとるそのような違いは、受けとる側

が作っているのであり、だれにも慈悲深い主の不公平さによるものではありません。 

主があらゆる面で慈悲深いその力をとおして物質界に降誕すると、まるでふつうの人間

のように行動するため、主は献愛者だけに好意をしめしているように見えます。でも、そ

れは事実ではありません。一見不公平には見えても、主の慈悲はだれにもわけへだてなく

そそがれます。クルクシェートラの戦場で、主がいる同じ場所で戦死した兵士たちは、必

要な資格もなかったのに解放の境地に入りました。主のまえで死ぬということは、すべて

の罪に苦しめられずに他界できるため、死亡した兵士は、崇高な住居のどこかに入ること

ができます。太陽の光を浴びる人は、熱と紫外線という恩恵を必然的に得ることができま

す。ですから、結論として「主は決して不公平ではない」と断言できます。一般の人々が、

主を不公平な方と考えるのはまちがっています。 

 

第３０節第３０節第３０節第３０節    
 

JaNMa k-MaR c ivìaTMaàJaSYaak-TauRraTMaNa" ) 
iTaYaRx(Na›izzu Yaad"Sau TadTYaNTaiv@MbNaMa( )) 30 )) 

 
ジャンマ カルマ チャ ヴィシュヴァートゥマンー 

janma karma ca viçvätmann 
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アジャッシャーカルトゥル アートゥマナハ 

ajasyäkartur ätmanaù 
 

ティリャン・ヌリーシシュ ヤーダフス 

tiryaì-nèñiñu yädaùsu 
 

タドゥ アテャンタ・ヴィダンムバナンム 

tad atyanta-viòambanam 
 

janma—誕生; karma—活動; ca—そして; viçva-ätman—宇宙の魂よ; ajasya—誕生し

ない方の; akartuù—活動しない方の; ätmanaù—生命力である方の; tiryak—動物; nå—

人類; åñiñu—聖者たちにおける; yädaùsu—水の中の; tat—その; atyanta—ほんとうの; 

viòambanam—惑わせている。 
 

宇宙の魂、主クリシュナ。もちろん、これは私たちを惑わせるものです。活動しない方

でありながら活動され、生命力の源で、そして生まれない方でありながら誕生されている

からです。あなたご自身、動物や人類や聖者や水生生物のなかに降誕されます。たしかに、

これは私たちを惑わせるものです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

主の崇高な娯楽は、私たちを混乱させるだけではなく、一見矛盾しているようにも見え

ます。言いかえると、それらはどれも人間の限られた思考力を超えている、ということで

す。主は万物のなかに遍在する超霊魂として存在していますが、同時に、動物界のなかに

イノシシとして現われたり、人間界のなかにラーマやクリシュナなどとして現われたり、

ナーラーヤナのようなリシとして、また魚の姿として現われたりします。それでも、主は

生まれることのない方とか、なにもすべきことのない方と言われています。シュルティ・

マントラでは、至高のブラフマンにはなにもすべきことがない、と言われています。主に

等しい者も、主を超える者も存在しません。主は無数のエネルギーをそなえ、すべては自

然に機能する知識、力、活動をとおして主によってなされます。このような表現は、主の

活動・姿・行動が私たちの限られた思考力を超えていることを疑いもなく証明しています

し、主が想像を絶する力をそなえているからこそ、主にできないことはありません。です

から、だれも主を正確に推測することはできません。主がすることはすべて、俗人を混乱

させるだけです。ヴェーダ知識を学んでも主のことはわかりませんが、主と親密に結ばれ

ている純粋な献愛者だけが理解します。ですから献愛者は、主が動物として現われても、

その動物でも、あるいは人間でもリシでも魚でもない、ということをよく知っています。

主は永久に、どのような状況でも至高主なのです。 
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第３１節第３１節第３１節第３１節    
 

GaaePYaadde TviYa k*-TaaGaiSa daMa Taavd( 
Yaa Tae dXaaé[uk-il/l/aÅNaSaM>a]Maa+aMa( ) 

v£&- iNaNaqYa >aYa>aavNaYaa iSQaTaSYa 
Saa Maa& ivMaaehYaiTa >aqriPa YaiØ>aeiTa )) 31 )) 

 
ゴーピ アーダデー トゥヴァイ クリターガシ ダーマ ターヴァドゥ 

gopy ädade tvayi kåtägasi däma tävad 
 

ヤー テー ダシャーシュル・カリラーンジャナ・サンムブフラマークシャンム 

yä te daçäçru-kaliläïjana-sambhramäkñam 
 

ヴァクトゥランム ニニーヤ バハヤ・バハーヴァナヤー スティタッシャ 

vaktraà ninéya bhaya-bhävanayä sthitasya 
 

サー マーンム ヴィモーハヤティ ビヒール アピ ヤドゥ ビベヘーティ 

sä mäà vimohayati bhér api yad bibheti 
 

gopé—牛飼いの女性（ヤショーダー）; ädade—つかんだ; tvayi—あなたに; kåtägasi—

困ったことをしでかした（バターの容器を壊したことで）; däma—ひも; tävat—そのとき; 

yä—であるもの; te—あなたの; daçä—状態; açru-kalila—涙にあふれて; aïjana—膏; 

sambhrama—狼狽して; akñam—目; vaktram—顔; ninéya—下に; bhaya-bhävanayä—

怖がって; sthitasya—その状態の; sä—それ; mäm—私を; vimohayati—混乱させる; bhéù 

api—恐れの権化でさえ; yat—〜である方に; bibheti—怖がって。 
 

愛しいクリシュナ。あなたは、いたずらをしたときにヤショーダーにひもで縛られまし

た。当惑しきったその目から涙があふれ、まつげ染めが頬をつたいました。恐れの権化で

さえ恐れるあなたが、それほどこわがっておられたのです。私はこの情景に困惑するばか

りです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

この節には、至高主の娯楽が作りだす困惑についてさらに説明されています。すでに説

明したように、至高主はどのような状況でも至高の存在です。この節には、主が至高者で

ありながら同時に純粋な献愛者の目のまえで遊んでいる情景が描写されています。純粋な

献愛者は無垢な愛情だけで主に仕えており、奉仕をしているときには至高主の正体をすっ

かり忘れています。至高主も献愛者から愛情奉仕を受けいれますが、うやうやしく崇めら

れるよりも、純粋な愛情から自然に捧げられる奉仕を深く味わいます。ふだんはかしこま

った崇拝を受ける主ですが、献愛者が素朴な愛着や愛をこめて、まるで自分のほうが主よ

りも立場が上のようにふるまうときのほうが、完全な喜びを味わいます。根源の地ゴーロ
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ーカ・ヴリンダーヴァンでの崇高な娯楽は、まさにそのような心情でおこなわれています。

クリシュナの友だちは、クリシュナのことを同じ仲間だと思っているのです。いんぎんに

たてまつる思いは、まったくありません。主の両親たちは（純粋な献愛者ばかりであり）、

主を自分の子どもとしか考えていませんでした。主は、ヴェーダの聖歌よりも、両親から

叱られることを喜んで受けいれていました。同じように、ヴェーダの聖歌よりも、恋人に

叱られるほうが楽しいと嬉しいと感じます。主は、精神界にある崇高な住居ゴーローカ・

ヴリンダーヴァンでの永遠の娯楽をしめすために物質界に降誕し、人々をとりこにしてい

ましたが、育ての⺟親だったヤショーダーの言いなりになる、というたぐいまれな娯楽を

見せました。いたずらだった主はバターの入った容器をこわし、友だちや遊び仲間、気前

のいい主からおこぼれをもらおうとやってきたヴリンダーヴァンの名高いサルたちに配り、

せっかくヤショーダーがたくわえていたバターをめちゃくちゃにすることがありました。

それを見たヤショーダーは、純朴な愛情から、神秘的な我が子を叱るふりをしたいと思い

ました。そしてどこの家庭でも⺟親がしているように、ひもをつかみ、主をおどかすよう

なふりをしました。お⺟さんがにぎっているひもを見て驚いた主は、あやまりながらふつ

うの子どものように泣きはじめました。美しい目を飾っていた⿊いまつげ飾りが涙ととも

にほほをつたいます。その姿が、主の至高の境地をよく知っていたクンディーデーヴィー

によって崇められています。主は恐れの権化にも恐れられる方ですが、ふつうの⺟親のよ

うに叱ろうとしたヤショーダーをこわがりました。クンティーはクリシュナの高貴な立場

をよく知っていましたが、ヤショーダーは知りませんでした。ですから、ヤショーダーの

境地はクンティーよりも高いと言えます。ヤショーダーは主を我が子として授かり、主は、

自分が至高主であることをヤショーダーに忘れさせたのです。ヤショーダーが主の高貴な

立場を知っていたら、主を叱ることをためらったはずです。しかしヤショーダーは主のは

からいで、我が子が至高主であるとはまったく考えもしませんでした。主は、やさしいヤ

ショーダーのまえであどけない子どもでいたかったのです。⺟親と子どものこの愛情交換

はごく自然に交わされ、クンティーはその情景を思いだしながら、とまどい、その超越的

な子の愛情を讃えずにはいられませんでした。クンティーは、たぐいまれな愛情に恵まれ

たヤショーダーを間接的に讃えています。あらゆる力をそなえた主を、愛する我が子とし

て支配できたのですから。 

 

第３２節第３２節第３２節第３２節    
 

ke-icdahurJa&  JaaTa  Pau<Yaëaek-SYa k-ITaRYae ) 
Yadae" iPa[YaSYaaNvvaYae Mal/YaSYaev cNdNaMa( )) 32 )) 

 
ケーチドゥアーフル アジャンム ジャータンム 

kecid ähur ajaà jätaà 
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プニャ・シュローカッシャ キールタイェー 

puëya-çlokasya kértaye 
 

ヤドーホ プリヤッシャーンヴァヴァーイェー 

yadoù priyasyänvaväye 
 

マラヤッシェーヴァ チャンダナンム 

malayasyeva candanam 
 

kecit— だ れ か が ; ähuù— 言 う ; ajam— 生 ま れ な い 者 ; jätam— 生 ま れ て ; 

puëya-çlokasya—信心深い偉大な王の ; kértaye—讃えるために ; yadoù—ヤドゥ王の ; 

priyasya—愛しい者の; anvaväye—〜の華族のなかに; malayasya—マラヤ丘; iva—〜のよ

うに; candanam—ビャクダンの木。 
 

ある人は、「敬虔な王たちを讃えるために生まれることのない者が生まれる」と表現し、

またある人は、「もっとも愛しい献愛者のひとりであるヤドゥ王を喜ばせるために生まれ

る」と表現しています。あなたは、マラヤの丘にビャクダンの木が現われるように、ヤド

ゥ王家のなかに現われます。 

 
要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    

 
主が物質界に現われることは不可解に見えるため、この「生まれることのない者」の誕

生についてはさまざまな意見があります。『バガヴァッド・ギーター』では、「主は全創

造物の主であり、生まれることのない存在ではあるが、物質界に誕生する」と言われてい

ます。主自身がその事実を「生まれない者が生まれる」と断言しているのですから、だれ

もそのことは否定できません。それでも、主の誕生についてはさまざまな意見があります。

『バガヴァッド・ギーター』でもその事実が説明されています。主は、宗教原則を再確立

させるために、そして敬虔な人を守り、邪悪な者を抹殺するために、内的勢力をとおして

降誕します。それが、生まれることのない者が降誕する使命です。いっぽう、主は敬虔な

ユディシュティラ王を讃えるために現れた、とも言われています。主シュリー・クリシュ

ナは、世界中の人々の幸福を願ってパーンダヴァの王国を築きたいと思っていました。敬

虔な王が世界を治めれば、人々は幸せになれるのです。ところが、統治者が邪悪な心をも

っていればだれも幸福になれません。カリ時代では、ほとんどの統治者の心は敬虔ではな

く、そのために国⺠も不幸な生活を強いられています。しかし⺠主主義では、不敬虔な国

⺠が自分たちを導く代表者を選んでいるのですから、自分たちの不幸を人のせいにはでき

ないはずです。マハーラージャ・ナラも敬虔で偉大な王として知られていましたが、主ク

リシュナとは関係がありませんでした。ですから、この節で主クリシュナに讃えられてい

るのはマハーラージャ・ユディシュティラです。主はヤドゥ王も讃えました。主が同じ家
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系に誕生しているからです。主は、家族間の義理にしばられる方ではありませんが、ヤー

ダヴァ、ヤドゥヴィーラ、ヤドゥナンダナなどの別名でも知られています。たとえれば、

マラヤの丘に生えているビャクダンの木です。木はどこにでも生えますが、ビャクダンは

ほとんどがマラヤの丘一帯に育つため、ビャクダンという名前とマラヤの丘はつながりが

あります。太陽は生まれることのない存在ではあるが、なおかつ東の地平線に姿を見せる。

主の降誕も同じである――これが結論です。東の地平線に昇る太陽を「東の地平線の太陽」

と限定できないように、主はだれの息子でもありません。しかしなおかつ、存在するもの

すべての父親でもあります。 

 

第３３節第３３節第３３節第３３節    
 

APare vSaudevSYa devKYaa& YaaicTaae_>YaGaaTa( ) 
AJaSTvMaSYa  +aeMaaYa vDaaYa c SauriÜzaMa( )) 33 )) 

 
アパレー ヴァスデーヴァッシャ 

apare vasudevasya 
 

デーヴァキャーンム ヤーチトー ビャガートゥ 

devakyäà yäcito 'bhyagät 
 

アジャス トゥヴァンム アッシャ クシェーマーヤ 

ajas tvam asya kñemäya 
 

ヴァダハーヤ チャ スラ・ドゥヴィシャーンム 

vadhäya ca sura-dviñäm 
 

apare—他の者たち; vasudevasya—ヴァスデーヴァの; devakyäm—デーヴァキーの; 

yäcitaù—〜のための祈りを受けて; abhyagät—誕生した; ajaù—生まれない; tvam—あ

なたは; asya—彼の; kñemäya—幸福のために; vadhäya—殺す目的で; ca—そして; 

sura-dviñäm—半神を妬んでいる者たちの。 
 

それ以外にも、ヴァスデーヴァとデーヴァキーがあなたに祈ったからこそ、ふたりの子

息としてあなたは誕生した、という人たちがいます。あなたが生まれない方であることに

疑いの余地はありませんが、それでもふたりの幸せのために、そして半神を妬んでいる者

たちを葬りさるために誕生されます。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

ヴァスデーヴァとデーヴァキーのことでは、前世でスタパーとプリシュニという夫婦だ

ったときに、主を息子として授かるためにきびしい苦行をし、その結果として主が息子と

して誕生したと言われています。『バガヴァッド・ギーター』が宣言しているように、主
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は世界中の人々が幸せにするために、そしてアスラ・物質主義的な無神論者を破滅させる

ために降誕します。 

 

第３４節第３４節第３４節第３４節    
 

>aaravTaar<aaYaaNYae  >auvae  Naav  wvaedDaaE  ) 
SaqdNTYaa >aUir>aare<a JaaTaae ùaTMa>auvaiQaRTa"  )) 34 )) 

 
バハーラーヴァターラナーヤーニェー 

bhärävatäraëäyänye 
 

ブフヴォー ナーヴァ イヴォーダダハウ 

bhuvo näva ivodadhau 
 

シーダンテャー ブフーリ・バハーレーナ 

sédantyä bhüri-bhäreëa 
 

ジャートー ヒ アートゥマ・ブフヴァールティタハ 

jäto hy ätma-bhuvärthitaù 
 

bhära-avatäraëäya—世界の苦悩を減らすためだけに; anye—他の者たち; bhuvaù—

世界の; nävaù—船; iva—〜のような; udadhau—海上の; sédantyäù—苦しんで; bhüri—

極 度 に ; bhäreëa— そ の 苦 悩 に よ っ て ; jätaù— あ な た は 生 ま れ た ; hi— 確 か に ; 

ätma-bhuvä—ブラフマーによって; arthitaù—〜の祈りをうけて。 
 

さらに、波のなすがままに船が翻弄されるように世界の人々が苦しんでいたために、そ

してあなたの子であるブラフマーが祈ったから、この混乱を減少させるために降誕した、

と言う人々もいます。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

世界が創造された直後に誕生した最初の生命体ブラフマーは、ナーラーヤナの子です。

ナーラーヤナは、ガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌとして最初に物質宇宙に入りまし

た。物体そのものは、生命体という精神と接触しなければ別の物体を作ることはできませ

ん。この原則は、宇宙創造の始まりからつづいています。至高の精神が宇宙に入り、ヴィ

シュヌの超越的腹部から出ている蓮華の花の上に最初の生命体ブラフマーが誕生しました。

そのため、ヴィシュヌはパドゥマナーバ（Padmanäbha）という名前でも知られています。

ブラフマーにはアートゥマ・ブー（ätma-bhü）という別名がありますが、それは、⺟親で

あるラクシュミージーではなく父親から直接生まれたことにちなんでいます。ラクシュミ

ージーはナーラーヤナのそばで仕えていましたが、それでも、ナーラーヤナはラクシュミ

ージーといっさい接触することなくブラフマーをもうけました。それが主の全能の力をし

めしています。ナーラーヤナとふつうの生命体を一緒にして考える愚かな人は、この事実
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から教訓を学ばなくてはなりません。ナーラーヤナはふつうの生命体ではありません。人

格主神自身であり、自分の超越的な体の各部分すべてが、あらゆる感覚の力をそなえてい

ます。ふつうの生命体は性交渉をとおして子どもをもうけますが、運命で定められた以外

の子どもを得ることはできません。しかしナーラーヤナは全能ですから、どのような力の

条件にも左右されません。主は完全無欠で、さまざまな力を使ってなににも拘束されずに、

かんたんにそして完璧に物事を実現できます。ですから、ブラフマーは父親から直接生ま

れた子供であり、⺟親の胎内に入れられたわけではありません。その理由でアートゥマ・

ブーと呼ばれています。ブラフマーは、全能者の力を二次的に与えられて宇宙のさらなる

創造を託されました。宇宙に広がる光のなかには、シュヴェータドゥヴィーパ（Çvetadvépa）

という神聖な惑星があり、至高主のパラマートマーの様相であるクシーローダカシャーイ

ー・ヴィシュヌが住んでいます。宇宙の管理をつかさどっている半神たちに解決できない

問題が発生したときには、半神たちがブラフマーに解決策を仰ぎ、ブラフマーにも解決で

きないときは、ブラフマーが、クシーローダカシャーイー・ヴィシュヌに化身となって降

誕し、問題を解決するよう救いを求めます。カムサや他の悪漢たちが地球を支配していた

ときにそのような問題が生じ、そのアスラたちの悪行のために地球に大きな負担がかかっ

ていました。ブラフマージーは他の半神たちとクシーローダカ海の浜辺で祈りを捧げ、ク

リシュナがヴァスデーヴァとデーヴァキーの子として生まれるという言葉を授かりました。

この理由から、主はブラフマージーの祈りを受けて降誕した、と言われています。 

 

第３５節第３５節第３５節第３５節    
 

>ave_iSMaNa( i(c)-XYaMaaNaaNaaMaivÛak-aMak-MaRi>a" ) 
é[v<aSMar<aahaRi<a    k-irZYaiàiTa    ke-cNa  )) 35 )) 

 
バハヴェー スミン クリッシャマーナーナーンム 

bhave 'smin kliçyamänänäm 
 

アヴィデャー・カーマ・カルマビヒヒ 

avidyä-käma-karmabhiù 
 

シュラヴァナ・スマラナールハーニ 

çravaëa-smaraëärhäëi 
 

カリッシャンー イティ ケーチャナ 

kariñyann iti kecana 
 

bhave—物質創造界において; asmin—この; kliçyamänänäm—〜で苦しんでいる人々

の; avidyä—無知; käma—望み; karmabhiù—果報的活動をすることで; çravaëa—聞く

こと; smaraëa—思いだすこと; arhäëi—崇拝すること; kariñyan—実践できる; iti—その

ように; kecana—他の人々。 
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さらに、あなたの降誕を、献愛奉仕の「聞き、思いだし、崇拝する」といった献愛奉仕

の原則を復活させ、苦境にいる条件づけられた魂がその教えを利用し、解放を達成できる

ように降誕した、と説明する人たちもいます。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

『バガヴァッド・ギーター』で主は、宗教の道を再確立させるためにすべての創造期に

現われる、と断言しています。宗教は至高主が作るものです。新しい宗教など、良からぬ

企みを持つ者たちがでっちあげていますが、じっさいはだれにも作れません。宗教のほん

とうの道は、主を至上の権威者として受けいれること、そして自然に起こる愛情から主に

仕えることにあります。生命体には「仕えること」以外に道はありません。そのために生

きているのです。生命体が持つ唯一の気質は主に仕えることです。主は偉大な方であり、

生命体は主に従う立場にあります。主に仕えることだけが私たち生命体の義務なのです。

不運なことに、幻惑された生命体は「誤解」というたった一つの原因で、物質的望みに駆

られて感覚の召使いになっています。この望みをアヴィデャー（avidyä）、無知といいま

す。そのような望みにあやつられた生命体は、倒錯した性生活を中心とした楽しみを味わ

うためにさまざまな計画をたてています。そのために、至高主の管理のもとで、さまざま

な惑星のさまざまな肉体に入り、生と死の鎖にからまっています。ですから、この無知の

領域を超えなければ、物質生活の３重の苦しみから抜けだすことはできません。それが自

然の法則です。 

しかし主はいわれのない慈悲心から、聞き、唱え、思いだし、仕え、崇拝し、祈り、主

と協力し、主に仕えるという献愛奉仕の原則を復活させるために生命体たちのまえに現わ

れます。なぜなら主は、苦しんでいる生命体が望むよりもっと深い慈悲心持っている方だ

からです。これらの方法をすべて、あるいはひとつでも実践すれば、条件づけられた魂は

無知の束縛から抜けだすことができ、その結果、外的勢力に惑わされた生命体が自分で作

りあげているすべての苦しみから解放されます。この慈悲こそ、主シュリー・チャイタン

ニャ・マハープラブとして降誕した主によって生命体に授けられるものなのです。 

 

第３６節第３６節第３６節第３６節    
 

é*<viNTa GaaYaiNTa Ga*<aNTYa>aq+<aXa" 
SMariNTa NaNdiNTa TaveihTa& JaNaa" ) 

Ta Wv PaXYaNTYaicre<a Taavk&- 
>avPa[vahaeParMa&      PadaMbuJaMa( )) 36 )) 

 
シュリンヴァンティ ガーヤンティ グリナンティ アビヒークシュナシャハ 

çåëvanti gäyanti gåëanty abhékñëaçaù 
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スマランティ ナンダンティ タヴェーヒタンム ジャナーハ 

smaranti nandanti tavehitaà janäù 
 

タ エーヴァ パッシャンティ アチレーナ ターヴァカンム 

ta eva paçyanty acireëa tävakaà 
 

バハヴァ・プラヴァーホーパラマンム パダーンムブジャンム 

bhava-pravähoparamaà padämbujam 
 

çåëvanti— 聞 く ; gäyanti— 唱 え る ; gåëanti— 受 け と る ; abhékñëaçaù— つ ね に ; 

smaranti—思いだす ; nandanti—喜びを感じ る ; tava—あなたの ; éhitam—活動 ; 

janäù—一般大衆; te—彼らは; eva—確かに; paçyanti—見ることができる; acireëa—す

ぐに; tävakam—あなたの; bhava-praväha—再び誕生することの流れ; uparamam—停

止; pada-ambujam—蓮華の御足。 
 

おおクリシュナ。あなたの神々しい活動について聞き、繰りかえし語る人々、あるいは

同じことを他の人々がしているのを見て喜びを感じる人々は、まちがいなく、誕生と死の

繰りかえしを止めるあなたの蓮華の御足を見つめています。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

至高主シュリー・クリシュナは、いま私たちが置かれている条件づけられた状態で見る

ことはできません。主を見るには、いままで持っていなかった主への自然な愛情をはぐく

むことで、新しい見る力を得なくてはなりません。シュリー・クリシュナが地球にいたこ

ろ、だれもが主を至高人格主神として見ていたわけではありません。ラーヴァナ、ヒラニ

ャカシプ、カムサ、ジャラーサンダ、シシュパーラのような物質主義者は、獲得した財産

からすれば高い段階にあるかもしれませんが、主の存在を認めませんでした。ですから、

主が私たちの目のまえにいるとしても、必要な眼識がなければ、主の正体を見ることはで

きません。この資格は献愛奉仕だけによって高めることができ、その奉仕は正しい情報源

から主について聞くことからはじまります。『バガヴァッド・ギーター』は、多くの人に

知られ、聞かれ、唱えられ、復唱されている名高い書物ですが、その教えを聞いたりして

いるのに、主と巡りあえないことがあります。その理由としてあげられるのは、１番目の

方法であるシュラヴァナ（çravaëa）の仕方に問題があるということです。ただしい情報源

から聞けば、その効果はすぐに現われます。ふつう、ほとんどの人は正しい権限のない人

から話を聞いています。学術的知識の豊富な人物だとしても、正しい権威に従っていない

人は献愛奉仕の原則に従っていないため、その人物から聞いても時間の無駄にすぎません。

原文が、自分の都合のいいように流行に合わせて変えられることもあります。ですから、

まず資格のある正しい語り手を選ぶのが第一条件であり、その条件が満たす人から話を聞

くことができます。聞く方法が100パーセント完璧なら、当然、その他の手段も正しくおこ
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なわれます。 

主はさまざまな崇高な活動をしめしていますが、聞く手段が完璧であれば、その活動の

一つひとつが望ましい結果を授ける力をそなえています。『シュリーマド・バーガヴァタ

ム』は、主とパーンダヴァ兄弟たちのかかわりから話がはじまります。ほかにも、主がア

スラやその他の多くの人々とかかわる娯楽が述べられています。そして第10編では、主が恋

愛感情をわかちあっていたゴーピーたちとの崇高な関係について、またドゥヴァーラカー

で結婚した妻たちとの話も述べられています。主は絶対的な方ですから、主がすることは

すべて超越的です。しかしときに人々は、まちがった手段をとおして聞くために、ほかの

話よりも主のゴーピーたちとの関係に興味をいだきます。その心には不埒な感情が含まれ

ており、主の行動を正しく語る人物は、そのような話を聞くことにふけることはありませ

ん。主については、『シュリーマド・バーガヴァタム』や他の経典をとおして最初から順

序正しく聞くべきであり、その結果、聞き手は徐々に高められて完璧な境地に辿りつくこ

とができます。ですから、主のパーンダヴァたちと関係を、ゴーピーたちとの関係と比べ

てそれほど重要ではないと考えてはなりません。主は俗な執着心を超えた方である、とい

うことをつねに覚えておくべきです。このような主と献愛者たちとのかかわりのなかで、

主はいつでも英雄であり、主について、主の献愛者について、あるいは主と戦った人々に

ついて聞くことで精神生活は高められていきます。ヴェーダやプラーナなどは、私たちが

失ってしまった主との絆を取りもどすためにあります。そのような経典をすべて聞くこと

が、なによりも大切なことなのです。 

 

第３７節第３７節第３７節第３７節    
 

APYaÛ NaSTv& Svk*-TaeihTa Pa[>aae 
  iJahaSaiSa iSvTSauôdae_NauJaqivNa" ) 
Yaeza& Na caNYaÙvTa" PadaMbuJaaTa( 
  ParaYa<a&   raJaSau  YaaeiJaTaa&hSaaMa(  )) 37 )) 

 
アピ アデャ ナス トゥヴァンム スヴァ・クリテーヒタ プラボホー 

apy adya nas tvaà sva-kåtehita prabho 
 

ジハーサシ スヴィトゥ スフリドー ヌジーヴィナハ 

jihäsasi svit suhådo 'nujévinaù 
 

イェーシャーンム ナ チャーニャドゥ バハヴァタハ パダーンムブジャートゥ 

yeñäà na cänyad bhavataù padämbujät 
 

パラーヤナンム ラージャス ヨージターンムハサーンム 

paräyaëaà räjasu yojitäàhasäm 
 

api—もし; adya—今日; naù—私たち; tvam—あなた; sva-kåta—みずから実行した; 
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éhita— す べ て の 義 務 ; prabho— 主 よ ; jihäsasi— 捨 て 去 っ て い る ; svit— も し や ; 

suhådaù—親密な友人たち; anujévinaù—〜の慈悲にすがっている; yeñäm—〜である人

の ; na— で も な い ; ca— そ し て ; anyat— ほ か の だ れ か ; bhavataù— あ な た の ; 

pada-ambujät—蓮華の御足から; paräyaëam—頼っている; räjasu—王たちに; yojita—

従事している; aàhasäm—敵意。 
 

愛しい主よ。あなたはご自分の義務をみずから遂行されました。もしや、あなたの慈悲

にすがるしかない私たちを、だれも守ってくれる者のいない私たちを、そしてすべての王

らが私たちに敵意を剥きだしにしているいま、私たちを置いて行ってしまわれるのではな

いのですか。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

パーンダヴァ兄弟たちはとても幸運です。すべてを主の慈悲にまかせ、そして幸運に恵

まれていたからです。物質界では、だれかの慈悲に頼ることは不運の兆しですが、主との

超越的な関係においては、主に頼りきって生きるのはこのうえなく幸運なことです。物質

的な病は、あらゆることで気ままに生きようと考えることに原因があります。しかし冷酷

な物質自然界は、私たちが自由奔放に生きることを許してくれません。自然の厳格な法則

から逃れようとする試みは、経験的知識を土台にした物質的発達にすぎません。物質界全

体が、自然の法則から逃れようとするまちがった試みで動いています。天上の惑星に達す

る階段を作ろうとしたラーヴァナから現代人にいたるまで、だれもが自然の法則を克服し

ようとしています。いまでは、科学者たちが機械技術を使って遠く離れた天体に行こうと

しています。しかし、人間文化の最上の目標は、主に導かれながら力のかぎり働き、そし

て主にすべてをまかせることにあります。完璧な文化という最上の到達点は、勇敢に働く

ことで達成されますが、同時に完全に主を頼って働くことも必要です。パーンダヴァたち

はこの基本的文化を実践した模範となる人々です。かれらが主シュリー・クリシュナのす

ばらしい意志に頼りきっていたことはまちがいありませんが、主に寄生している怠惰な人

間だったわけではありません。すばらしい人格を持ち、正しい行動をする持つ人々でした。

それでも、生命体は本来なにかに依存するものであることを知っていたからこそ、いつも

主の慈悲を求めていました。ですから、人生の完成とは物質界に頼るのではなく、主の意

志にすがることにあります。主から離れようとするまちがった人々をアナータ（anätha）、

保護者のいない者、といいますが、主の意志に頼りきっている人々をサナータ（sanätha）、

守ってくれる人がいる者、といいます。ですから私たちはサナータになる努力をすべきで

あり、そうすることで物質存在の逆境からいつでも守られます。物質自然の力に惑わされ

た私たちは、物中心に生きる生活は望ましくない混乱状態であることを忘れてしまいます。

ゆえに『バガヴァッド・ギーター』（第７節・第19節）は、幾度となく誕生を経たあと、
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ひとりの幸運な人物がヴァースデーヴァがすべてであるという事実にめざめ、そして一生

を正しくすごす最善の方法は主に完全に身をゆだねることである、という事実を私たちに

教えてくれます。その事実を知っている人がマハートマー（mahätmä）です。パーンダヴ

ァ家の人々はすべて世帯者として生きていたマハートマーです。マハーラージャ・ユディ

シュティラはその筆頭者で、クンティーデーヴィー女王はその⺟親でした。ですから、『バ

ガヴァッド・ギーター』とすべてのプラーナ、とくに『バーガヴァタ・プラーナ』の教え

は、パーンダヴァ・マハートマーたちの歴史と必然的に関係があります。パーンダヴァた

ちにとって、主と離ればなれになるのは、魚が水のなかから出されるに等しいものです。

ですからシュリーマティー・クンティーデーヴィーは、そのような別れを雷に打たれたよ

うに感じました。女王の祈りはすべて、主が自分たちといつまでもいてくれるよう思いと

どまらせようとする願いなのです。クルクシェートラの戦争が終ったあと、敵意をもつ王

たちはすべて殺害されましたが、その子どもや孫たちがパーンダヴァたちと対決しようと

していました。敵視される状態にいるのはパーンダヴァたちだけではありません、私たち

はだれでも、いつでもそのような状態にあります。最善の策は、主の意志に頼りきること

であり、そうすることで、物質存在にあるすべての困難を克服することができるのです。 

 

第３８節第３８節第３８節第３８節    
 

ke- vYa& NaaMaæPaa>Yaa& Yadui>a" Sah Paa<@va" ) 
>avTaae_dXaRNa&  YaihR  ôzqk-a<aaiMaveiXaTau" )) 38 )) 

 
ケー ヴァヤンム ナーマ・ルーパービャーンム 

ke vayaà näma-rüpäbhyäà 
 

ヤドゥビヒヒ サハ パーンダヴァーハ 

yadubhiù saha päëòaväù 
 

バハヴァトー ダルシャナンム ヤルヒ 

bhavato 'darçanaà yarhi 
 

フリシーカーナーンム イヴェーシトゥフ 

håñékäëäm iveçituù 
 

ke—〜である者たちは ; vayam—私たち ; näma-rüpäbhyäm—名声も力もなく ; 

yadubhiù—ヤドゥ家とともに; saha—〜とともに; päëòaväù—そしてパーンダヴァ家; 

bhavataù—あなたの; adarçanam—不在; yarhi—あたかも; håñékäëäm—感覚の; iva—

のような; éçituù—生命体の。 
 

ある肉体の名前も名声も、そのなかにいた魂が去った瞬間に終わるように、もし、あな

たが私たちを見守ってくださらなければ、私たちの名声も行動も、パーンダヴァ家とヤド

ゥ家とともにあっというまに消滅することでしょう。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

クンティーデーヴィーは、パーンダヴァ家の存在がシュリー・クリシュナだけに支えら

れていることをよく知っていました。パーンダヴァ家は確かに優れた名前や名声に支えら

れていましたが、それは道徳の権化である偉大なユディシュティラ王に導かれていたから

であす。ヤドゥ家も優れた朋友でしたが、主クリシュナの導きがなければ、両家とも取る

に足らない存在であり、それは意識の導きがなければ肉体の感覚は動かないことに似てい

ます。人望・権力・名声などは、至高主の恩寵に導かれていなければ誇れるものではあり

ません。生命体はいつも依存する立場にあり、その依存の究極の相手は至高主です。です

から、物質的知識を高めることで物質資源をすべて補えるほどのなにかを発明できるかも

しれませんが、主の導きがなければ、どれほど強力で頑丈な物質を作ろうとしても失敗す

るに決まっています。 

 

第３９節第３９節第３９節第３９節    
 

NaeYa&  Xaaei>aZYaTae Ta}a YaQaedaNaq& GadaDar  ) 
TvTPadEriªTaa >aaiTa Svl/+a<aivl/i+aTaE" )) 39 )) 

 
ネーヤンム ショービヒッシャテー タトゥラ 

neyaà çobhiñyate tatra 
 

ヤテヘーダーニーンム ガダーダハラ 

yathedänéà gadädhara 
 

トゥヴァトゥ・パダイル アンキター バハーティ 

tvat-padair aìkitä bhäti 
 

スヴァ・ラクシャナ・ヴィラクシタイヒ 

sva-lakñaëa-vilakñitaiù 
 

na—ではない; iyam—私たちのこの王国の土地; çobhiñyate—美しく見えるでしょう; 

tatra—そのとき; yathä—今のとおりに; idäném—どのように; gadädhara—おおクリシ

ュナ; tvat—あなたの; padaiù—御足によって; aìkitä—印されて; bhäti—まばゆく輝いて

いる; sva-lakñaëa—あなたご自身の印; vilakñitaiù—印によって。 
 

おおガダーダラ（クリシュナ）。いま私たちの王国の大地は、あなたの蓮華の御足の印

に飾られ、美しく見えます。でも、あなたが去ってしまえば、その美しさも消えうせてし

まうことでしょう。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

主の御足には、他の生命体とは異なる特別の印が刻まれています。旗、雷、象を操る道
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具、傘、蓮華、輪などが主の御足の裏に刻まれているのです。この印は、主が柔らかい土

地を歩くところに印されていきます。ハスティナープラ（Hastinäpura）の大地には、主シ

ュリー・クリシュナがパーンダヴァたちと暮らしていたときにこのマークが印されており、

パーダンヴァ家の王国はこうして吉兆な印によって繁栄していたのでした。クンティーデ

ーヴィーは、このすばらしい特質について語り、主が去ったあとに待ち受けている悲運を

恐れています。 

 

第４０節第４０節第４０節第４０節    
 

wMae JaNaPada" Sv*Öa" SauPaKvaEziDavqåDa" ) 
vNaaid]NaÛudNvNTaae ùeDaNTae Tav vqi+aTaE"  )) 40 )) 

 
イメー ジャナ・パダーハ スヴリッダハーハ 

ime jana-padäù svåddhäù 
 

スパクヴァウシャディ・ヴィールダハハ 

supakvauñadhi-vérudhaù 
 

ヴァナードゥリ・ナディ・ウダンヴァントー 

vanädri-nady-udanvanto 
 

ヒ エーダハンテー タヴァ ヴィークシタイヒ 

hy edhante tava vékñitaiù 
 

ime—これらすべて; jana-padäù—都市や町; svåddhäù—繁栄して; supakva—自然; 

auñadhi—薬草; vérudhaù—野菜; vana—森; adri—丘; nadé—川; udanvantaù—海; 

hi—確かに; edhante—増えている; tava—あなたによって; vékñitaiù—見られて。 
 

この国の都市や町はあらゆる面で繁栄しています。それは薬草や穀物が豊かに実り、木々

が果実をたわわに実らせ、川がよどみなく流れ、丘が多量の鉱物に恵まれ、海に富があふ

れているからです。これは、あなたがそれらにまなざしを向けたからにほかなりません。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

人類の繁栄は自然からの贈り物によって実現するのであり、巨大な産業都市によるもの

ではありません。大がかりな工業施設は無神論文化の産物であり、人類のためにある崇高

な目標を台無しにする原因になります。人間の活力をしぼりとるそのようなやっかいな工

場がふえるにつれ、一部の人間がその搾取によって私腹を肥やし、一般市⺠はますます不

安と不満に苦しめられます。穀物や野菜、果物、皮、宝石や鉱物をたくわえる丘、真珠を

豊富に作りだす海など、自然の贈り物は至高者の命令によって供給されるものであり、物

質自然界は主が望むとおりにさまざまな贈り物を豊富に作りだし、またときにはその供給
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を制限します。物質自然界を支配しようとする搾取的な動機に心を奪われることなく、自

然界が作りだす神聖な贈り物を活用すれば、人類は満ちたりた生活を満喫できます。それ

が自然の法則なのです。気まぐれな快楽を求めて物質自然界を搾取しようとすればするほ

ど、私たちは搾取の反動にしばられます。十分な穀物、くだもの、野菜、薬草があれば、

屠殺場を作って哀れな動物たちを殺す必要はありません。食糧となる穀物や野菜が豊富に

あれば、動物を殺さなくてもいいのです。川が土地を肥沃にし、ありあまるほどの恵みが

私たちに授けられます。鉱物は丘から作られ、宝石は海で作られます。十分な穀物、鉱物、

宝石、水、ミルクに恵まれれば、不運な人たちの労力を犠牲にして恐ろしい工業施設を追

い求める必要はありません。しかし、このような自然の贈り物はすべて主の慈悲にかかっ

ています。ですから、私たちは主の法則に対する従順な心を持たなくてはなりませんし、

その心で献愛奉仕をすれば人間生活は完成します。クンティー女王の言葉は核心をついて

います。女王の望みは、神の慈悲が人類にそそがれ、そのことで自然の繁栄が主の恩寵に

よって維持されることにあります。 

 

第４１節第４１節第４１節第４１節    
 

AQa ivìeXa ivìaTMaNa( ivìMaUTaeR Svke-zu Mae ) 
òehPaaXaiMaMa&  i^iNDa  d*!& Paa<@uzu v*iZ<azu )) 41 )) 

 
アタハ ヴィシュヴェーシャ ヴィシュヴァートゥマン 

atha viçveça viçvätman 
 

ヴィシュヴァ・ムールテー スヴァケーシュ メー 

viçva-mürte svakeñu me 
 

スネーハ・パーシャンム イマンム チンディ 

sneha-päçam imaà chindhi 
 

ドゥリダハンム パーンドゥシュ ヴリシュニシュ 

dåòhaà päëòuñu våñëiñu 
 

atha— で す か ら ; viçva-éça— お お 宇 宙 の 主 よ ; viçva-ätman— お お 宇 宙 の 魂 よ ; 

viçva-mürte—宇宙体の人物よ; svakeñu—私の親族に対する; me—私の; sneha-päçam—

愛着の絆; imam—この; chindhi—切断する; dåòham—深い; päëòuñu—パーンダヴァ家

に対する; våñëiñu—ヴリシュニ家に対しても。 
 

おお、宇宙の主よ、宇宙の魂よ、宇宙の姿の権化よ。ですから、どうか私の親族である

パーンダヴァ家とヴリシュニ家への愛情の絆を切断してください。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

純粋な献愛者は、主にむかって個人的なことで願い事をするのを恥ずかしく思います。

それでも、世帯者は恩寵を求めずにはいられないことがあります。家族への愛情という絆

に縛られているからです。シュリーマティー・クンティーデーヴィーはそのことに気づい

ていましたから、主に、パーダンヴァ家とヴリシュニ家という親族に対する愛着という結

び目を切断してくれるよう祈っています。パーンダヴァ家は自分の実の子どもたち、そし

てヴリシュニ家は父方の家族です。クリシュナは両方の家族と等しく関係がありました。

双方とも主に依存している献愛者たちですから、主の助けが必要でした。クンティーデー

ヴィーは、シュリー・クリシュナがパーンダヴァ兄弟という自分の息子たちといっしょに

いてほしいと願いましたが、主がそうすれば、父方の家族は恩恵が授かれません。このよ

うな親の欲目がクンティーの心を悩ませ、そのために愛情の絆が切断されるよう望んだの

でした。 

純粋な献愛者は、家族への愛情という束縛の結び目を切断し、すべてを忘れ去った魂た

ちのために、自分の献愛奉仕の範囲を広めたいと考えます。その模範ともいえる例が、主

チャイタンニャの道に従った６人のゴースヴァーミーたちです。６人とも、博識で教養あ

る上流階級の裕福な家庭に育ちましたが、一般大衆の幸せのために快適な家庭を離れ、修

行僧になりました。家族への愛着を断てば、活動の範囲が広がります。そうしなければ、

ブラーフマナ、王、人々の指導者、あるいは主の献愛者にはなれません。人格主神は、理

想的な王となってこの模範をしめしています。主シュリー・ラーマチャンドラです。主は

理想的な王の気質をしめすために、愛する妻への思いを断ちきりました。 

ブラーフマナ、献愛者、王、あるいは国⺠の指導者たちは、自分の義務を履行するにあ

たって、広い心を持たなくてはなりません。シュリーマティー・クンティーデーヴィーは、

この事実を、そして自分の弱さをも知っていたので、家族への愛着という束縛から解放さ

れるよう祈りました。主はこの節で「宇宙の主、宇宙の心の主」と呼びかけられています

が、それは家族への愛着という堅い絆を切断できる主の絶大な能力をしめしています。で

すから主は、弱い献愛者を特に気づかっているので、全能の力をとおして、その献愛者が

感じている家族への愛情を強制的に切断することがあります。主に完全に身をゆだね、そ

して神のもとに帰る道をはっきりと見いだせるように。 

 

第４２節第４２節第４２節第４２節    
 

TviYa Mae_NaNYaivzYaa MaiTaMaRDauPaTae_Sak*-Ta( ) 
riTaMauÜhTaadÖa      Ga(r)evaEgaMaudNviTa )) 42 )) 

 
トゥヴァイ メー ナニャ・ヴィシャヤー 

tvayi me 'nanya-viñayä 
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マティル マドゥ・パテー サクリトゥ 

matir madhu-pate 'sakåt 
 

ラティンム ウドゥヴァハタードゥ アッダハー 

ratim udvahatäd addhä 
 

ガンゲーヴァウガハンム ウダンヴァティ 

gaìgevaugham udanvati 
 

tvayi— あ な た に ; me— 私 の ; ananya-viñayä— 穢 れ の な い ; matiù— 注 意 ; 

madhu-pate—おお、マドゥの主よ; asakåt—つねに; ratim—魅力; udvahatät—あふれま

す よう ; addhä—直 接に ; gaìgä—ガン ジス川 ; iva— のように ; ogham— 流れる ; 

udanvati—海に向かって。 
 

おお、マドゥの主よ。ガンジス川がよどみなく海に向かって流れるように、私の注意が、

他のだれにでもなく、あなたに向けられますように。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

全身全霊をこめて主に仕えるとき、愛情のこもった純粋な奉仕が達成されます。さまざ

まな愛情の絆を切断する、といっても、だれかに対する「愛着」といった細やかな部分を

捨てるわけではありません。それはぜったいにできない。どんな生命体でも、だれかに心

を寄せる感情を持っているのです。それこそ生きている証なのですから。命の兆候、たと

えば望み、怒り、渇望、魅力を感じる心などは、消せるわけがありません。心を寄せる対

象さえ変えればいいのです。望みをなくすことはできません、しかしその望みは、自分の

感覚を満たすためではなく、主への奉仕だけに向ければ変わります。家族、社会、国など

に対する愛着の中味は、じつは自分の感覚を満たそうとするさまざまな望みの寄せ集めで

す。この望みが、主を満足させたいという思いに変われば、献愛奉仕になります。 

アルジュナは兄弟や親族と戦いたくなかったのですが、その本音はひとつ、「自分の望

みを満たしたい」という思いでした。しかし、主の『バガヴァッド・ギーター』という教

えを聞いたあと、考えをひるがえして主に仕えました。主の教えに従ったからこそ、アル

ジュナは名高い献愛者となりました。アルジュナはすべての経典で、主に友人として仕え

た結果、精神的完成に到達したと宣言されています。戦いが繰りひろげられ、友同士の会

話があり、そこにアルジュナとクリシュナがいた――そんな状況を経て、アルジュナはク

リシュナに仕えることで変貌しました。ですから、クンティーの祈りにも、することを変

えさえすればいい、という考えが含まれています。ほかごとはいっさい考えずに主に仕え

たい、という思いが祈りの言葉になったのです。この穢れのない奉仕が人生の究極目標で

す。私たちの関心は、とかく不信心で主の望みに合致していないものに向けられています。

その関心が主への奉仕に向けられたら、つまり、主に仕えることで感覚が清められたら、
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それが純粋な献愛奉仕と呼ばれます。シュリーマティー・クンティーデーヴィーはその完

成の境地を求めて主に祈っています。 

パーンダヴァ家やヴリシュニ家の人々に対する愛着は、献愛奉仕に反する感情ではあり

ません――主への奉仕と献愛者への奉仕は同じだからです。ときには、主に仕えるよりも

献愛者に仕えるほうが価値ある奉仕だったりします。しかしこの節にあるクンティーデー

ヴィーのパーンダヴァ家とヴリシュニ家への愛着は、家族関係にもとづいています。物質

的関係にもとづいた愛情の絆はマーヤーです。体や心にもとづく関係は、外的勢力が作り

だしているからです。魂との関係、それも至高の魂と関連して築かれているのが真実の絆

です。クンティーデーヴィーは家族との絆を断ちきりたいと思いましたが、それは肌の関

係、すなわち血縁関係を断ちきるという意味でした。血縁関係に執着すれば束縛されます

が、魂の関係は自由をもたらします。魂と魂の関係は超霊魂をとおして築くことができま

す。暗闇のなかではなにも見えません。しかし、太陽の光のなかで見れば、暗闇では見え

なかったものがなんでも見えてきます。それが献愛奉仕の道です。 

 

第４３節第４３節第４３節第４３節    
 

é[qk*-Z<a k*-Z<aSa% v*Z<Ya*z>aaviNaDa]uGa( 
raJaNYav&XadhNaaNaPavGaRvqYaR    ) 

GaaeivNd GaaeiÜJaSauraiTaRhravTaar 
YaaeGaeìrai%l/Gaurae >aGavàMaSTae )) 43 )) 

 
シュリー・クリシュナ クリシュナ・サカハ ヴリシュニ・リシャバハーヴァニ・ドゥルグ・ 

çré-kåñëa kåñëa-sakha våñëy-åñabhävani-dhrug- 
 

ラージャニャ・ヴァンムシャ・ダハナーナパヴァルガ・ヴィーリャ 

räjanya-vaàça-dahanänapavarga-vérya 
 

ゴーヴィンダ ゴー・ドゥヴィジャ・スラールティ・ハラーヴァターラ 

govinda go-dvija-surärti-harävatära 
 

ヨーゲーシュヴァラーキヒラ・グロー バハガヴァン ナマス テー 

yogeçvaräkhila-guro bhagavan namas te 
 

çré-kåñëa—おお、クリシュナ; kåñëa-sakha—おお、アルジュナの友よ; våñëi—ヴリシ

ュ ニ 家 の 子 孫 の ; åñabha— お お 、 筆 頭 者 よ ; avani— 地 球 ; dhruk— 反 抗 的 な ; 

räjanya-vaàça—王家 ; dahana—おお抹殺者よ ; anapavarga—〜が衰えることなく ; 

vérya—力; govinda—おお、ゴーローカダーマの所有者よ; go—牛たちの; dvija—ブラーフ

マナたち; sura—半神たち; arti-hara—苦しみから救うために; avatära—おお、降誕され

る主よ; yoga-éçvara—おお、あらゆる神秘的力の主よ; akhila—宇宙の; guro—おお、師よ; 

bhagavan—おお、あらゆる富を持つ方よ; namaù te—あなたに敬意を表します。 
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おお、クリシュナ。アルジュナの友。ヴリシュニ家の筆頭者よ。あなたは、地球を混乱

させている政治集団を壊滅させました。あなたの力は決して衰えません。超越的住居を持

ち、牛、ブラーフマナ、献愛者を苦しみから救うために降誕されます。あらゆる神秘的力

をそなえ、全宇宙の住⺠を導く方です。全能の神であるあなたに、私は心からの敬意を表

します。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

至高主シュリー・クリシュナについて、シュリーマティー・クンティーデーヴィーが要

約しています。全能の主は永遠で神々しい住居を持ち、そこでスラビ（surabhi）牛を飼っ

ています。そして無数の幸運の女神たちの奉仕をうけています。主は献愛者を呼びもどす

ために、そして管理職を努めているはずの、しかしじつは地球を混乱させている政治家や

王たちを抹殺するために物質界に降誕します。主は無尽蔵の力を使って創造・維持・破壊

をおこない、つねに力に満ちあふれ、力が衰えることはありません。牛、ブラーフマナ、

献愛者は、私たち生命体の幸せにはなくてはならない存在であるため、主はかれらに特別

な愛情をそそいでいます。 

 

第４４節第４４節第４４節第４４節    
 

SaUTa ovac 
Pa*QaYaeTQa&   k-l/PadE"  Pair<aUTaai%l/aedYa" ) 
MaNd& JahaSa vEku-<#=ae MaaehYaiàv MaaYaYaa )) 44 )) 

 
スータ ウヴァーチャ 

süta uväca 
 

プリタハイェーッタハンム カラ・パダイヒ 

påthayetthaà kala-padaiù 
 

パリヌーターキヒローダヤハ 

pariëütäkhilodayaù 
 

マンダンム ジャハーサ ヴァイクントホー 

mandaà jahäsa vaikuëöho 
 

モーハヤンー イヴァ マーヤヤー 

mohayann iva mäyayä 
 

sütaù uväca—スータが言った; påthayä—プリター（クンティー）によって; ittham—

この ; kala-padaiù— 選ばれ た言葉で ; pariëüta— 崇拝されて ; akhila— 普遍的な ; 

udayaù—栄光; mandam—優しく; jahäsa—微笑んだ; vaikuëöhaù—主; mohayan—魅

力的な; iva—のような; mäyayä—主の神秘的力。 
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スータ・ゴースヴァーミーが言った。「よりすぐられた言葉で主を讃えたクンティーデ

ーヴィーの祈りを聞いたあと、主はやさしくほほえんだ。そのほほえみは、主の神秘的力

のように魅力にあふれていた」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

私たちを魅了してやまないもの、それはすべて主の現われであると言われています。物

質界を支配しようとしている条件づけられた魂たちも主の神秘的な力に魅了されています

が、献愛者は別の思いで主の栄光に惹きつけられており、主の慈悲心にあふれた祝福はか

れらにそそがれています。主の力は多彩な形で表われますが、それは電気が多様な力とな

って機能しているのと同じです。シュリーマティー・クンティーデーヴィーは、主の栄光

の断片を表現するために祈りを捧げました。献愛者たちは、よりすぐった称讃の言葉で主

を崇拝します。そのことから、主はウッタマシュローカ（Uttamaçloka）という別名を持っ

ています。どれほど多くの言葉を選んでも主の栄光を語りつくすことはできませんが、そ

れでも主はそのような祈りに満足します。かたことの言葉でほめてくれる我が子を見て喜

ぶ父親のようなものです。マーヤー（mäyä）には「幻惑と慈悲」というふたつの意味があ

りますが、この節では、主のクンティーデーヴィーに対する慈悲の意味で使われています。 

 

第４５節第４５節第４５節第４５節    
 

Taa&  ba!iMaTYauPaaMaN}Ya  Pa[ivXYa GaJaSaaûYaMa( ) 
iñYaê SvPaur& YaaSYaNa( Pa[eM<aa raja iNavairTa" )) 45 )) 

 
ターンム バーダハンム イティ ウパーマントゥリャ 

täà bäòham ity upämantrya 
 

プラヴィッシャ ガジャサーフヴァヤンム 

praviçya gajasähvayam 
 

ストゥリヤシュ チャ スヴァ・プランム ヤーッシャン 

striyaç ca sva-puraà yäsyan 
 

プレームナー ラーギャー ニヴァーリタハ 

premëä räjïä niväritaù 
 

täm—それらすべて; bäòham—受けいれた; iti—そのように; upämantrya—そのあと

に知らせた; praviçya—入っていく; gajasähvayam—ハスティナープラの宮殿; striyaù 

ca—他の女性たち; sva-puram—自分の住居; yäsyan—〜に発つとき; premëä—愛情とと

もに; räjïä—王によって; niväritaù—止められた。 
 

主はシュリーマティー・クンティーデーヴィーの祈りを聞いたあと、ハスティナープラ



 55 

の宮殿に入ることで、出立の意志を他の女性たちに告げた。しかし、その場を離れようと

したとき、愛情をこめて嘆願するユディシュティラ王に引きとめられた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

主クリシュナがドゥヴァーラカーに向かうことを決心したとき、ハスティナープラにい

るよう思いとどまらせることはだれにもできませんでしたが、せめてもう数日だけでも、

というユディシュティラ王の短い言葉に、主は心を動かされました。これは、主でさえ断

わりきれなかったユディシュティラ王の言葉が愛情に支えられていることを如実にしめし

ています。全能の神は愛情をこめた奉仕によって征服されるのであり、それ以外は、なに

をもってしても主を征服することはできません。主は思いどおりに行動する方ですが、純

粋な献愛者が愛情をこめてなにかを頼めば、すすんで受けいれます。 

 

第４６節第４６節第４６節第４６節    
 

VYaaSaaÛErqìrehajE" k*-Z<aeNaad(>auTak-MaR<aa  ) 
Pa[baeiDaTaae_PaqiTahaSaENaaRbuDYaTa éucaiPaRTa"  )) 46 )) 

 
ヴャーサーデャイル イーシュヴァレーハーギャイヒ 

vyäsädyair éçvarehäjïaiù 
 

クリシュネーナードゥブフタ・カルマナー 

kåñëenädbhuta-karmaëä 
 

プラボーディトー ピーティハーサイル 

prabodhito 'pétihäsair 
 

ナーブデャタ シュチャールピタハ 

näbudhyata çucärpitaù 
 

vyäsa-ädyaiù—ヴャーサを筆頭とする偉大な聖者たち; éçvara—全能の神; éhä—〜の意

志 に よ っ て ; jïaiù— 博 識 者 に よ っ て ; kåñëena— ク リ シ ュ ナ 自 身 に よ っ て ; 

adbhuta-karmaëä—超人間的な活動をする者によって; prabodhitaù—慰められて; api—

〜ではあるが; itihäsaiù—歴史の証拠によって; na—ではない; abudhyata—満足した; 

çucä arpitaù—苦しんで。 
 

深い悲しみに沈んでいたユディシュティラ王は、ヴャーサを筆頭とする偉大な聖者たち

や、超人的偉業をおこなう主クリシュナ自身から教えを授かっても、またあらゆる歴史的

証拠をしめされても納得できなかった。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

敬虔なユディシュティラ王は、クルクシェートラの戦場での大量殺人が、とくに自分に

ために引きおこされたことに心を痛めていました。戦争前はドゥリョーダナが王座に就き、

巧みな政治的手腕を発揮していたことから、その意味では戦争をする必要はなかったので

す。しかし、正義の理念からすれば、ドゥリョーダナがユディシュティラ王に王座をゆず

る状況にありました。政権にかかわる人々の関心がこの点をめぐって火花を散らし、対立

する兄弟間で争われたこの戦争に巻きこまれました。主クリシュナもこの抗争に加わり、

ユディシュティラ王の側についています。『マハーバーラタ』のアーディ・パルヴァ（第

20節）では、クルクシェートラの戦争の18日間に６億4,000万人が殺され、そのほかにも

何百何千もの人々が行方不明になったとしるされています。まさにこの戦争は、過去5,000

年のあいだで起こった最大規模の戦争だったのです。 

マハーラージャ・ユディシュティラを国王にするためだけに引きおこされたこの大量殺

人はいたましい悲劇でした。王は、自分が勝者になったこの戦いが正義にもとづくもので

あることを確信するために、ヴャーサのような偉大な聖者たちや主自身から歴史的証拠を

得ようとしました。しかし、当時もっとも偉大とされていた賢人たちの意見を聞いても納

得のいく答は得られませんでした。クリシュナはここで、超人的な偉業を為す人物と呼ば

れていますが、王の質問に対しては、主やヴャーサでさえもユディシュティラ王を納得さ

せられませんでした。ということは、その超人的な偉業ができなかった、ということでし

ょうか。いいえ、もちろん違います。ユディシュティラ王とヴャーサの心にいる超霊魂・

イーシュヴァラ（éçvara）として主がさらに超人的なことをした、しかも主がそのことを望

んだから――じつは、背後にそういう経緯があったのです。主はユディシュティラ王の超

霊魂として、王がヴャーサや他の聖者たち、そして主自身の言葉にさえ納得できないよう

仕向けました。それは、もうひとりの偉大な献愛者で、臨終の床にあったビーシュマデー

ヴァから教えを聞いてほしいと主が考えていたからです。主は、偉大な兵士ビーシュマデ

ーヴァが物質界を去る直前に自分と会い、そして愛する孫であるユディシュティラ王たち

が王座についている様子を見ながら、静かに息をひきとることを願ったのでした。ビーシ

ュマデーヴァはパーンダヴァ兄弟と戦うつもりはつゆほどもありませんでした。父親を失

った愛しい孫たちと、どうして剣をまじえることなどできましょう。しかし、クシャトリ

ヤは何事にも徹底した人々であり、またドゥリョーダナに生計をゆだねていた立場上、心

ならずもドゥリョーダナ側につかなくてはなりませんでした。また主は、ユディシュティ

ラ王がビーシュマデーヴァの言葉に慰められ、そのことで世界中の人々が、主自身も含め

て、ビーシュマデーヴァがあらゆる知識に卓越していたことを知ることができる、という

ことも望んでいたのでした。 
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第４７節第４７節第４７節第４７節    
 

Aah raJaa DaMaRSauTaiêNTaYaNa( Sauôda& vDaMa( ) 
Pa[ak*-TaeNaaTMaNaa   ivPa[a"  òehMaaehvXa& GaTa"  )) 47 )) 

 
アーハ ラージャー ダハルマ・スタシュ 

äha räjä dharma-sutaç 
 

チンタヤン スフリダーンム ヴァダハンム 

cintayan suhådäà vadham 
 

プラークリテーナートゥマナー ヴィプラーハ 

präkåtenätmanä vipräù 
 

スネーハ・モーハ・ヴァシャンム ガタハ 

sneha-moha-vaçaà gataù 
 

äha—言った; räjä—ユディシュティラ王; dharma-sutaù—ダルマ（ヤマラージャ）の

子 ; cintayan— 〜 の こ と を 考 え て い る ; suhådäm— 友 人 た ち の ; vadham— 殺 害 ; 

präkåtena—物質的概念だけによって; ätmanä—自己によって; vipräù—おお、ブラーフマ

ナよ; sneha—愛着; moha—惑い; vaçam—〜に流されて; gataù—行ってしまった。 
 

ダルマの子ユディシュティラ王は友人たちの死に打ちひしがれ、どこにでもいる俗人の

ように悲嘆にくれていた。聖者たちよ。そのような愛着ゆえに理性を失っていた王が口を

開いた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

ユディシュティラ王が俗人のように嘆くことは思いもよらないでことでしたが、主の意

志が背後にあり、俗世間の愛着によって惑わされましたのでした（アルジュナも同じよう

に惑わされています）。物事を正しく見る人は、生命体は肉体でも心でもなく、物質的概

念を超越していることをよく知っています。一般の人は、暴力や非暴力を肉体に結びつけ

て考えますが、それは幻惑です。だれでも自分に定められた義務を遂行しなくてはなりま

せん。クシャトリヤは、正義のためなら相手がだれであろうと戦います。その義務を遂行

するとき、魂を包む衣服にすぎない肉体が消滅することについて心乱されるべきではあり

ません。それはユディシュティラ王にも百も承知のことでしたが、主の意志によって、俗

人と同じ心境に陥りました。王が眩惑した背後には主の崇高な計画がありました。アルジ

ュナが主クリシュナから教えを授かったように、今度はユディシュティラ王がビーシュマ

から教えを授かる番だったのです。 
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第４８節第４８節第４８節第４８節    
 

Ahae  Mae  PaXYaTaajaNa& ôid æ!& duraTMaNa" ) 
PaarKYaSYaEv dehSYa bûyae Mae_+aaEih<aqhRTaa" )) 48 )) 

 
アホー メー パッシャターギャーナンム 

aho me paçyatäjïänaà 
 

フリディ ルーダハンム ドゥラートゥマナハ 

hådi rüòhaà durätmanaù 
 

パーラキャッシャイヴァ デーハッシャ 

pärakyasyaiva dehasya 
 

バフヴョー メー クシャウヒニール ハターハ 

bahvyo me 'kñauhiëér hatäù 
 

aho—おお; me—私の; paçyata—見よ; ajïänam—無知; hådi—心のなか; rüòham—

〜に置かれて; durätmanaù—罪人の; pärakyasya—他人のためにある; eva—確かに; 

dehasya—肉体の; bahvyaù—数多くの; me—私によって; akñauhiëéù—軍隊の集まり; 

hatäù—殺した。 
 

ユディシュティラ王が言った。「ああ、私ほど罪な男がいるだろうか！ 私の心を見よ、

無知にむしばまれたこの心を！ 人のためにあるはずのこの肉体が、無数の師団に配属さ

れていた兵士たちを殺してしまったのだ」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

１個師団をアクシャウヒニー（akñauhiëé）といい、21,870台の戦闘馬車、21,870頭の

象、109,650人の歩兵、65,600の騎兵隊の陣構えになっています。クルクシェートラの戦

場では、数知れないほどのアクシャウヒニーが壊滅しました。世界を治めるもっとも敬虔

な王だったマハーラージャ・ユディシュティラは、これほど多くの生命体が戦場で散った

責任は自分にあると思っていました。自分を王座に就かせるための戦争だったからです。

肉体は人のためにあります。命が宿っているうちは人の役に立つために、死んでしまえば

犬やジャッカルやウジ虫たちの腹を満たすためにあります。そんなはかない肉体のために

大量虐殺が引き起こされたことで、王は深い悲しみに沈んでいます。 

 

第４９節第４９節第４９節第４９節    
 

bal/iÜJaSauôiNMa}aiPaTa*>a]aTa*Gauåd]uh"       ) 
Na Mae SYaaiàrYaaNMaae+aae ùiPa vzaRYauTaaYauTaE" )) 49 )) 
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バーラ・ドゥヴィジャ・スフリン・ミトゥラ・ 

bäla-dvija-suhån-mitra- 
 

ピトゥリ・ブフラートゥリ・グル・ドゥルハハ 

pitå-bhrätå-guru-druhaù 
 

ナ メー シャーン ニラヤーン モークショー 

na me syän nirayän mokño 
 

ヒ アピ ヴァルシャーユターユタイヒ 

hy api varñäyutäyutaiù 
 

bäla—少年たち; dvi-ja—再誕者; suhåt—好意を寄せる人々; mitra—友人たち; pitå—

両親たち; bhrätå—兄弟たち; guru—教師たち; druhaù—殺した者; na—決してない; 

me—私の; syät—〜であろう; nirayät—地獄から; mokñaù—解放; hi—確かに; api—で

あるけれども; varña—何年も; ayuta—何百万; äyutaiù—加えられて。 
 

私は多くの少年、ブラーフマナ、私が好意を寄せる人々、友人、両親、教師、兄弟たち

を殺してしまった。たとえこれから何百万年生きようとも、大罪を犯した私は、決して無

間地獄から解放されることはない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

戦争がひとたび起これば、かならずといってよいほど少年、ブラーフマナ、女性など、

無実の人々が大量に殺害され、それは大きな罪であると考えられています。悪事を働いた

わけでは人々ですから、経典は、いかなる場合でもそのような人々の殺害は禁じられてい

ます。マハーラージャ・ユディシュティラはこのような大量殺人についてすでに知ってい

ましたし、この戦いでも、友人、両親、教師などが両軍に参加し、全員が戦死しています。

現実に大量殺戮が起こったことは、王にとって考えるだけでも空恐ろしいことであり、そ

のため、これから何百万年何億年ものあいだ地獄に住みつづけることを覚悟していました。 

 

第５０節第５０節第５０節第５０節    
 

NaENaae  raj"  Pa[Jaa>aTauRDaRMaRYauÖe vDaae iÜzaMa(  ) 
wiTa Mae Na Tau baeDaaYa k-LPaTae XaaSaNa& vc" )) 50 )) 

 
ナイノー ラーギャハ プラジャー・バハルトゥル 

naino räjïaù prajä-bhartur 
 

ダハルマ・ユッデヘー ヴァドホー ドゥヴィシャーンム 

dharma-yuddhe vadho dviñäm 
 

イティ メー ナ トゥ ボーダハーヤ 

iti me na tu bodhäya 
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カルパテー シャーサナンム ヴァチャハ 

kalpate çäsanaà vacaù 
 

na—決してない; enaù—罪; räjïaù—王の; prajä-bhartuù—市⺠を維持することに従

事している者の; dharma—正しい理由のために; yuddhe—戦いで; vadhaù—殺している; 

dviñäm—敵の; iti—これらすべて; me—私にとって; na—決してない; tu—しかし; 

bodhäya—満足のために; kalpate—彼らは管理のためにある; çäsanam—教え; vacaù—

の言葉。 
 

市⺠を養うために力をつくし、正義にもとづいて天誅を加える王は罪をこうむることは

ない。しかし、その教えは私にあてはまらない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

ドゥリョーダナは市⺠を苦しめることなく巧みに国を収め、自分もその統治に関与して

いなかった、ところが自分はドゥリョーダナから王国を奪いかえすという私利私欲のため

に数多くの命を奪ってしまった、と考えました。統治のためではなく権力の増大のための

殺戮だったため、罰っせられるのは自分だ、と王は考えたのです。 

 

第５１節第５１節第５１節第５１節    
 

ñq<aa& MaÖTabNDaUNaa& d]aehae Yaae_SaaivhaeiTQaTa" ) 
k-MaRi>aGa*RhMaeDaqYaENaaRh&   k-LPaae   VYaPaaeihTauMa( )) 51 )) 

 
ストゥリーナーンム マドゥ・ダハタ・バンドフーナーンム 

stréëäà mad-dhata-bandhünäà 
 

ドゥローホー ヨー サーヴ イホーッティタハ 

droho yo 'säv ihotthitaù 
 

カルマビヒル グリハメーディーヤイル 

karmabhir gåhamedhéyair 
 

ナーハンム カルポー ヴャポーヒトゥンム 

nähaà kalpo vyapohitum 
 

stréëäm—女性たちの; mat—私によって; hata-bandhünäm—殺された友人たちの; 

drohaù—敵意; yaù—それ; asau—それらすべて; iha—これと共に; utthitaù—生じた; 

karmabhiù—活動の力で; gåhamedhéyaiù—物質的な福祉活動をしている人々によって; 

na—決してない; aham—私は; kalpaù—期待できる; vyapohitum—同じことを元に戻す。 
 

女性たちの友を数多く殺害した私の悪行は、人々の心に根深い怨念を作りあげてしまっ
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た。どれほど福利活動をしても、その憎しみが消えることはないだろう。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

グリハメーディー（gåhamedhé）とは、物質的繁栄のために福利活動をすることだけに働

いている人たちのことです。物質的繁栄は、罪な活動が災いして達成されないことがあり

ます。物質主義者は、物質的な義務をはたしているとき、意識していなくても罪を犯して

しまうからです。その罪の反動に巻きこまれないよう、ヴェーダは数種類の儀式をするよ

う勧めています。ヴェーダには、「アシュヴァメーダ・ヤギャ（Açvamedha-yajïa 馬の

いけにえの儀式）をすればブラフマ・ハテャー（brahma-hatyä ブラーフマナの殺害）か

らでさえ救われる」とあります。 

ユディシュティラ・マハーラージャはこのアシュヴァメーダ・ヤギャをおこないました

が、ヤギャをしても犯してしまった罪を償うことはできない、と考えました。ひとたび戦

争になれば、夫や兄弟、あるいは父親や息子たちでさえ戦いに駆りだされます。かれらの

死によって新たな憎しみが作りだされ、やがて活動と反動の悪循環が広がり、それはアシ

ュヴァメーダ・ヤギャを何千回おこなっても相殺することはできません。 

行動（カルマ）はそのように発生するものです。カルマは活動と反動を同時に発生させ、

結果として物質的活動に拍車をかけ、活動する人をがんじがらめに縛りつけていきます。

『バガヴァッド・ギーター』（第９章・第27−28）にはその治療法がしめされており、活

動によって生じる動・反動は、その活動が至高主のためであれば止めることができる、と

あります。クルクシェートラの戦いの真因は至高主シュリー・クリシュナの意志であり、

それは主の説明で明白ですし、主が望んだからこそユディシュティラ王はハスティナープ

ラの王座に就きました。ですから、パーンダヴァ兄弟側に落ち度はありません。主の命令

を実行していたにすぎません。そうではなく、我欲だけで戦争を起こす者は、その結果を

みずから償わなくてはなりません。 

 

第５２節第５２節第５２節第５２節    
 

YaQaa PaªeNa PaªaM>a" SaurYaa va Saurak*-TaMa( ) 
>aUTahTYaa&   TaQaEvEk-a&   Na  YajEMaaRíuRMahRiTa )) 52 )) 

 
ヤタハー パンケーナ パンカーンムバハハ 

yathä paìkena paìkämbhaù 
 

スラヤー ヴァー スラークリタンム 

surayä vä suräkåtam 
 

ブフータ・ハテャーンム タタハイヴァイカーンム 

bhüta-hatyäà tathaivaikäà 
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ナ ヤギャイル マールシュトゥンム アルハティ 

na yajïair märñöum arhati 
 

yathä—〜と同じように; paìkena—泥で; paìka-ambhaù—泥と混ざった水; surayä—

酒によって; vä—どちらも; suräkåtam—わずかな酒が触れたことが原因で穢れたこと; 

bhüta-hatyäm—動物を殺すこと; tathä—そのようなこと; eva—確かに; ekäm—一つ; 

na—決してない ; yajïaiù—定められた儀式によって ; märñöum—中和させること ; 

arhati—〜は価値がある。 
 

泥水から泥を濾過することができないように、あるいは酒の入っていた容器を浄化する

ことができないように、儀式で動物をいけにえにしても人々を殺す罪は相殺できるもので

はない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 

馬や牡牛がいけにえにされるアシュヴァメーダ・ヤギャあるいはゴーメーダ・ヤギャ

（Gomedha-yajïa）は、もちろん、動物を殺すために定められているのではありません。

主チャイタンニャは、ヤギャの祭壇でいけにえにされる動物たちは、若返り、そして新し

い次の生涯が与えられる、と言っています。ヴェーダのマントラの効果を証明するために

おこなわれたのです。ヴェーダのマントラを正しく唱えれば、執行者は罪の反動から救わ

れますが、未熟な指導のもとで不正におこなわれると、まちがいなく、その動物のいけに

えの責任を取らなくてはなりません。争いと偽善の現代では、ヤギャを正しく執行できる

熟達したブラーフマナがいないため、儀式を完璧におこなうことはできません。これは、

マハーラージャ・ユディシュティラの言葉が、カリ時代の儀式を暗にしめしているという

ことです。カリ・ユガに勧められている唯一の儀式は、主シュリー・チャイタンニャ・マ

ハープラブが始めたハリ・ナーマ・ヤギャ（hari-näma-yajïa）です。しかし、ハリ・ナー

マのヤギャを口実にして動物の殺害にふけり、罪を相殺しようなどと考えてはなりません。

献愛者は自分の物欲だけで動物を殺すことはしませんし、また（主がアルジュナに命じた

ように）クシャトリヤとしての義務遂行を放棄することもありません。すべてが主の意志

のためになされたときに目的はことごとく達成されます。そして、それは献愛者にしかで

きないことです。 
 

 これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第
８章、「クンティー女王の祈り、そしてパリークシットの救い」の要旨解説を終了します。 


